
令和６年２月５日 

政 策 経 営 部 

生活文化政策部  

保健福祉政策部  

都市整備政策部  

 

 

外郭団体将来ビジョン（案）について 

 

 

１．主旨 

区では、現行の「外郭団体改革基本方針」に次ぐ８年間の方針となる「外郭団体将来ビ

ジョン（以下「将来ビジョン」という。）」を策定することとし、外郭団体所管部及び関係

部、外郭団体による検討を踏まえて「将来ビジョン」（素案）をまとめ、令和５年１１月

１４日の企画総務常任委員会において報告したところである。 

この間、さらなる検討を進め、「将来ビジョン」の取組みの３つの重点ポイントを基に、

方針期間の前期４年間における各外郭団体の年次別計画などを記載し、このたび「将来ビ

ジョン」（案）をまとめたので、報告する。 

 

２．方針期間 

令和６年度～令和１３年度 

 

３．「将来ビジョン」の構成 

（１）対象とする団体  

（２）「将来ビジョン」の位置づけ及び進捗管理 

（３）これまでの取組みによる成果 

（４）現状と課題 

（５）「将来ビジョン」の取組みの３つの重点ポイント 

（６）外郭団体の自立を促進させるための区の取組みの方針 

（７）各外郭団体の役割・今後の取組みの方向性 

  

４．今後のスケジュール（予定） 

令和６年３月 策定 
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世田谷区は、区及び外郭団体の取り組むべき課題や方向性を示した「外郭団体改善方針（平成

17 年 4 月」、「外郭団体改革基本方針（平成 26 年 4 月）」を策定し、「官から民へ」の動きが進む

など、設立時から外郭団体を取りまく環境が大きく変化していくなかで、外郭団体の一層の活性化と経

営の改善・効率化に取り組み、各団体の経営改善について効果を上げ、団体の自主・自立が進みまし

た。 

今般の新型コロナウイルス感染拡大は、区民行動を変容させ、社会経済状況にも大きな影響を与え

続けています。外郭団体は、区民により近い団体であり、また、区内の各活動団体とも多くのネットワーク

を有している点、そして、専門家集団である点から、こうした時代の中において、多様化、複雑化、個別

化するニーズへ対応するため、その存在意義が一層高まってきています。 

区が直接実施することが難しい事業や活動団体とのネットワークを生かした事業を、区民により身近な

場所で今後も積極的に展開していくには、将来に向けて、外郭団体の持つ能力を最大限発揮できるよ

うにすることが重要です。 

 こうした考えのもとで、区では、「外郭団体改革基本方針」に次ぐ、令和６年度から８年間にわたる「外

郭団体将来ビジョン」を定め、それぞれの外郭団体の役割を明確にしたうえで、その強みを発揮し、区との

役割分担のもとで連携しながら、区民福祉の向上へ取り組んでいきます。 
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１． 対象とする団体 

 

「世田谷区外郭団体の指導調整事務要綱」において定める、「区が資本金、基本金その他これに

準ずるものの４分の１以上を出資している団体及び継続的な財政支出を行っている団体のうち、特

に指導、調整をする必要のある団体」で、区と連携し取組みを実施していく団体を対象とします。 

 

２．「外郭団体将来ビジョン」の位置づけ及び進捗管理 

 

（１）位置づけ 

外郭団体将来ビジョンは、区政運営の基本的な指針である次期「世田谷区基本計画」と同じ８年

間（令和６年度～令和１３年度）の方針期間とし、この基本計画と、各分野における計画に掲げ

る区政がめざすべき方向性や政策・施策の実現に向け、本方針で定めた外郭団体の担うべき役割を

発揮し、行政の実施する諸施策とともに、区民サービスを向上していきます。 

また、本方針における取組みの視点、団体ごとの今後の進め方・考え方に基づく具体的な取組みに

ついては、本方針のなかで外郭団体別に目標年次を定め、さらに、区とともに取り組むものや区との連

携要素の強いものについては、「新たな行政経営への移行実現プラン」にも併せて定め、必要な取組

みを行っていきます。（「７．各外郭団体の役割・今後の取組みの方向性」参照） 

 

（２）進捗管理 

  本方針における具体的な取組みの年次別計画は、取組みごとに、その内容とスケジュールを明らかに

するとともに、国・都の動向に伴う区の政策方針や事業の進捗等により、修正・変更が必要となること

も想定されるため、方針期間中、区所管部と各団体において、内容の修正や新たな取組みの有無に

ついて協議のうえ、毎年見直しを図っていきます。 

 

３． これまでの取組みによる成果 

 

「外郭団体改善方針（平成 17 年 4 月）」、「外郭団体改革基本方針（平成 26 年 4 月）」に

おける見直しの取組みにより、主に次のような改革成果をあげてきました。 
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◆外郭団体の統合・再編 

   「外郭団体改善方針」に基づき、団体の存在意義、設立目的の達成状況や実績を検証し、以下

の団体を統合再編しました。 

① （財）世田谷区勤労者サービス公社を解散し、（財）世田谷区産業振興公社を設立 

（平成１８年４月） 

② （財）世田谷区都市整備公社と（財）せたがやトラスト協会を統合し、（財）世田谷トラス

トまちづくりを設立（平成１８年４月） 

③ （株）世田谷サービス公社と（株）エフエム世田谷を経営統合。（平成２４年７月） 

◆財政支援の適正化 

   この間、外郭団体自身による事業再編により、補助事業の整理や団体自主事業への移行を行う

とともに、区からの委託事業についても整理を行いました。こうした取組みにより、区の補助金支出を約

２億５５００万円削減し、財政支援の適正化を図りました。  

  【平成１７年からの各外郭団体改善の取組みによる、財源内訳の比較 （単位：千円）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合計 （構成比） うち人件費 合計 （構成比） うち人件費 合計 うち人件費

総計 2,449,418 100.0% 655,688 2,481,830 100.0% 836,012 32,412 180,324

委託 486,005 19.8% 131,139 559,642 22.5% 104,593 73,637 △ 26,546

補助 1,243,137 50.8% 520,917 1,192,463 48.0% 687,781 △ 50,674 166,864

団体 720,276 29.4% 3,632 729,725 29.4% 43,638 9,449 40,006

総計 259,560 100.0% 58,961 519,743 100.0% 141,351 260,183 82,390

委託 0 0.0% 0 17,851 3.4% 0 17,851 0

補助 129,962 50.1% 58,961 386,681 74.4% 141,351 256,719 82,390

団体 129,598 49.9% 115,211 22.2% 0 △ 14,387 0

総計 1,609,424 100.0% 1,019,506 1,261,774 100.0% 767,119 △ 347,650 △ 252,387

委託 988,888 61.4% 654,570 876,402 69.5% 578,280 △ 112,486 △ 76,290

補助 241,503 15.0% 69,555 149,671 11.9% 10,722 △ 91,832 △ 58,833

団体 379,033 23.6% 295,381 235,701 18.7% 178,117 △ 143,332 △ 117,264

総計 3,633,578 100.0% 418,406 1,074,190 100.0% 305,456 △ 2,559,388 △ 112,950

委託 572,301 15.8% 89,966 424,876 39.6% 101,459 △ 147,425 11,493

補助 354,618 9.8% 258,620 207,326 19.3% 134,356 △ 147,292 △ 124,264

団体 2,706,659 74.5% 69,820 441,988 41.1% 69,641 △ 2,264,671 △ 179

総計 1,242,165 100.0% 210,977 2,265,043 100.0% 373,320 1,022,878 162,343

委託 756,832 60.9% 70,919 925,125 40.8% 221,975 168,293 151,056

補助 270,578 21.8% 140,058 239,669 10.6% 144,783 △ 30,909 4,725

団体 214,755 17.3% 0 1,100,249 48.6% 6,562 885,494 6,562

総計 3,759,564 100.0% 2,570,930 3,836,140 100.0% 2,669,379 76,576 98,449

委託 584,294 15.5% 282,328 438,701 11.4% 375,405 △ 145,593 93,077

補助 353,704 9.4% 216,545 392,659 10.2% 389,254 38,955 172,709

団体 2,821,566 75.1% 2,072,057 3,004,780 78.3% 1,904,720 183,214 △ 167,337

総計 1,512,577 100.0% 623,597 1,570,720 100.0% 1,058,708 58,143 435,111

委託 332,216 22.0% 117,944 699,874 44.6% 502,404 367,658 384,460

補助 586,229 38.8% 414,987 383,367 24.4% 334,332 △ 202,862 △ 80,655

団体 594,132 39.3% 90,666 487,479 31.0% 221,972 △ 106,653 131,306

総計 1,358,336 100.0% 91,793 1,379,420 100.0% 141,268 21,084 49,475

委託 606,129 44.6% 0 775,096 56.2% 0 168,967 0

補助 112,441 8.3% 91,793 85,505 6.2% 75,423 △ 26,936 △ 16,370

団体 639,766 47.1% 0 518,819 37.6% 65,845 △ 120,947 65,845

総合計 15,824,622 100.0% 5,649,858 14,388,860 100.0% 6,292,613 △ 1,435,762 642,755

委託 4,326,665 27.3% 1,346,866 4,717,567 32.8% 1,884,116 390,902 537,250

補助 3,292,172 20.8% 1,771,436 3,037,341 21.1% 1,918,002 △ 254,831 146,566

団体 8,205,785 51.9% 2,531,556 6,633,952 46.1% 2,490,495 △ 1,571,833 △ 41,061

総計（平成17年度決算） 増減
団体名 区分

総計（令和３年度決算）

公益財団法人

せたがや文化財団

財団法人世田谷区勤労者サービ

ス公社（H１７）　⇒　公益財団

法人世田谷区産業振興公社（R

３）

公益財団法人

世田谷区保健センター

財団法人世田谷区都市整備公社

＋せたがやトラスト協会（H１

７）　⇒　一般財団法人世田谷

トラストまちづくり（R３）

財源内訳

公益財団法人

世田谷区スポーツ振興財団

社会福祉法人

世田谷区社会福祉事業団

社会福祉法人

世田谷区社会福祉協議会

公益社団法人

世田谷区シルバー人材セン

ター
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※団体の当期支出額を賄う財源を３区分で表示しています。「委託」「補助」はいずれも世田谷区からの歳入を表し、「団体」

はそれ以外の団体の自主財源を表します。 

※原則として表示単位未満を四捨五入しているため、各表の数値の合計と合計覧の数値が一致しない場合があります。 

 

◆区からの職員派遣の見直し 

  この間、各団体において職員の人材育成を行い、団体固有職員の管理監督者が育つなど、組織力

の向上とともに、区派遣職員を８０人削減しました。  

【平成１７年からの各外郭団体改善の取組みによる、区派遣常勤職員数の比較 （単位：人）】 

団体名 平成１７年度 

（当初） 

令和５年度 

（当初） 

増減 

常勤 

職員 

うち 

区派遣

職員 

常勤 

職員 

うち 

区派遣

職員 

常勤 

職員 

うち 

区派遣

職員 

公益財団法人 せたがや文化財団 59 17 78 6 19 △11 

財団法人 世田谷区勤労者サービス公社(H17） 

⇒公益財団法人 世田谷区産業振興公社(R5) 

8 2 23 5 15 3 

公益財団法人 世田谷区保健センター 83 27 80 3 △3 △24 

財団法人 世田谷区都市整備公社＋ 

財団法人 せたがやトラスト協会(H17） 

⇒一般財団法人 世田谷トラストまちづくり(R5) 

35 19 31 3 △4 △16 

公益財団法人 世田谷区スポーツ振興財団 19 9 34 0 15 △9 

社会福祉法人 世田谷区社会福祉事業団 239 8 269 0 30 △8 

社会福祉法人 世田谷区社会福祉協議会 70 5 90 0 20 △5 

公益社団法人 世田谷区シルバー人材センター 13 0 18 0 5 0 

株式会社 世田谷サービス公社＋ 

株式会社 エフエム世田谷(H17)  

⇒ 株式会社 世田谷サービス公社(R5) 

53 10 53 0 0 △10 

株式会社 世田谷川場ふるさと公社 28 0 34 0 6 0 

多摩川緑地広場管理公社 3 0 1 0 △2 0 

合計 610 97 711 17 101 △80 
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◆区の条例や制度等の趣旨に沿った取組みの実施 

  外郭団体は、公益性の高い法人として、障害者雇用促進をはじめ、多文化共生プランへの理解と協

力、同性パートナーへの休暇制度及び性的志向・性自認に関するハラスメント禁止規定整備や、施設

における夏季の節電など、区の条例や制度等の趣旨に沿って、率先垂範した取組みを行ってきました。 

 

４．現状と課題 

 

○新たな施策展開や重点課題へ対応するために、その時代の社会状況を踏まえ、区民や活動団体

と協働したサービス実施、行政では実施困難な、もしくは行政を先取りした取組みを外郭団体が行

い、区全体として公共サービスを提供してきました。 

 

○外郭団体は、区と連携して行政サービスを補完・支援する役割を担うだけでなく、文化やスポーツの

振興、健康増進、市民活動支援、高齢者や障害者を雇用した公共施設の維持管理等、様々な

分野で専門性の確保やノウハウの蓄積に努め、区民サービスを拡充する役割を果たしています。 

 

○また、これまでの改善の取組みにより、各団体の自主・自立に向けた経営の確立は、一定程度進ん

でいると認識しています。 

 

○そこで、社会経済状況が大きく変化する中で、多様化、複雑化、個別化する区民ニーズに対応す

るため、各外郭団体はそれぞれが置かれた環境を踏まえ、今後とも各団体の役割に基づく事業実

施や民間事業者では参入できない領域へさらに幅を広げていくために、それに対応できる人事体制

や組織体制への移行が必要となっています。 

 

○新型コロナウイルス感染拡大に伴う区民行動の変容や、社会経済状況変化のなか、地域や地区

に根差したサービス提供により区民福祉を向上するために、これまで専門性や独自性を発揮して、

地域との協働などにより、民間ではできない事業を積極的に展開してきた外郭団体の存在意義は

一層高まっており、将来に向けてその役割を最大限発揮していく必要があります。 
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５．「外郭団体将来ビジョン」の取組みの３つの重点ポイント 

  

上記の現状と課題を踏まえ、これまでの取組みを土台とし、引き続き、各団体の自主性・自立性をさ

らに高める取組みを実施するとともに、外郭団体の役割を明確にし、区民サービスの向上を図っていくため、

次の３つの重点ポイントを基に、取組みを進めていきます。 

 

   
１． 役割を最大限発揮する 

区の施策や各分野の計画に掲げる目標の実現に向けて、各外郭団体の位置づけや担うべき役

割を明確化し、専門性や公益性、ネットワーク、または民間事業者には無い独自性などといった、そ

れぞれの強みを生かした役割を最大限発揮していく。 

 
 
２． 区との連携・政策連動 

多様化、複雑化、個別化し続ける区民ニーズに対応し、時代に即したサービス提供をし続けてい

くために、今後さらに各外郭団体はより強固に区と連携し、政策連動しながら、外郭団体を含めた

区全体として、区民福祉の向上を図っていく。 

 

 

３． 経営の自主性・自立性向上 
  １と２を確実に実施するため、各外郭団体が、これまで継続的に取り組んできた、効率的で健全な

経営を持続させるための見直しを続けていくとともに、必要な人材を確保し、継続的に育成しながら、

それぞれの役割を果たすことができる組織力の強化に引き続き取り組んでいく。 
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６． 外郭団体の自立を促進させるための区の取組みの方針 

  

本方針では、外郭団体と区における連携による区民福祉の向上を実現するため、各団体の役割を明

確にし、方針期間前期（令和６年度～９年度）における団体の経営目標となる考え方・進め方を設

定します。そして、多様化、複雑化、個別化するニーズに対応したきめ細かいサービスや、従来にないサー

ビスを展開していくため、外郭団体間の連携を強化し、団体のリソースや得意分野を生かした連携を進め

ていきます。 

 このように、外郭団体がそれぞれの役割のもとで、目標を定め連携しながらサービス展開を進めていくた

めには、各団体が一層自立性を高めていくことが必要です。区では、次の５つの方針から、外郭団体が

自立を促進させるための取組みを進めていきます。 

 

（１）人材育成において、各団体職員のスキルアップに向けて、区側との人事交流はもとより、団体間

の人事交流が積極的にできる体制整備を行っていきます。また、区が実施する研修への参加につ

いても、積極的に進めていきます。 

 

（２）今後の区民ニーズへ対応するための人材確保に向け、各団体ならではの雇用に関し、その構築

に向け、必要な助言を行うとともに、区から外郭団体への派遣職員については、引き続き、団体

固有職員の育成状況や組織運営の状況を見極めながら、計画的な削減を基本としつつ、区職

員スキルアップに資する研修派遣などの形態を含め、柔軟に対応していきます。 

 

（３）社会状況変化や担い手増加のなかで、それぞれの外郭団体が持つ専門性や公益性、ネットワー

ク等の特長を発揮できる業務に加え、今後は、区と外郭団体との政策的な連動といった観点も

踏まえ、引き続き当該外郭団体へ委託することの適否について検討を継続していきます。 

 

（４）区から外郭団体への補助金については、これからも、団体と区との政策的な連動や、団体の実施

する事業の公益性等から、補助の必要性を精査するとともに、事業運営の効率化や自主運営

の強化等の徹底を求め、補助金の適正化をさらに進めていきます。 

 

（５）クラウドファンディング等の活用など、自主財源の一層の拡充を促すとともに、区からの補助により

実施する事業における実績の向上を求めていきます。 
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項目 外郭団体職員のスキルアップのための区への研修派遣促進（短期派遣含む）（団体→区）

外郭団体職員スキルアップに資する研

修派遣促進

・各団体ヒアリングの実

施

・団体職員の派遣研

修意向確認（職層や

期間等）

団体ヒアリング結果を

踏まえた研修派遣の

受け入れ先調整

研修派遣の受け入れ

実施

研修派遣の受け入れ

実施

取組み

内容

本方針で掲げる取組みの視点の一つである「区との連携・政策連動」を強化していくなかで、外郭団体から

区への研修派遣についても、活発な制度利用を促し、団体職員のスキルアップとともに、政策理解の推進

を図っていきます。

「世田谷区外郭団体研修職員受入要綱」を活用し、外郭団体職員の職務遂行能力や管理監督能力

の向上及び組織の活性化等を図るための研修派遣を積極的に受け入れます。原則１年間としている受け

入れ期間について短期派遣も含め、各団体のニーズを把握のうえ、受け入れ先となる区所管と調整し、実

施していきます。

年次別計画 R6 R7 R8 R9

区職員スキルアップに資する短期派遣 短期派遣制度検討 短期派遣制度構築
庁内ニーズ把握

受け入れ先団体調整
短期派遣の実施

固有職員育成状況を踏まえた計画的

な区職員派遣の適正化

・各団体ヒアリングの実

施

・固有職員育成状

況、派遣方針の確認

派遣方針を踏まえた

区職員派遣の適正化

に向けた検討

派遣方針を踏まえた

区職員派遣の適正化

派遣方針を踏まえた

区職員派遣の適正化

取組み

内容

区職員派遣を実施している団体の固有職員育成状況を把握したうえで、削減を基本としつつ必要最小限

の区職員派遣となるよう取り組みます。また、外郭団体が区民等へ専門性の高いサービスを提供する現場

を区職員が経験するなど、区職員スキルアップに役立つ外郭団体への派遣について、制度構築から取り組

みます。

年次別計画 R6 R7 R8 R9

項目 外郭団体への区職員派遣の適正化（短期派遣含む）（区→団体）

外郭団体の人事関係課題改善への

支援

・各団体ヒアリングの実

施

・各団体の人事関係

課題改善のための支

援実施

各団体の人事関係課

題改善のための支援

実施

各団体の人事関係課

題改善のための支援

実施

各団体の人事関係課

題改善のための支援

実施

各団体に合った雇用

制度構築への助言、

事例共有

取組み

内容

区で策定する新たな「世田谷区人材育成方針」を各外郭団体へ情報提供するとともに、ジョブ型雇用をは

じめとした各団体ならではの多様な雇用制度の構築に向けた助言を行うなど、人事関係課題改善のための

支援を行い、外郭団体の持続可能な組織運営を図ります。

年次別計画 R6 R7 R8 R9

項目 外郭団体の人材育成・確保支援

外郭団体の雇用制度構築への助言

・各団体ヒアリングの実

施

・各団体に合った雇用

制度構築に向けた助

言、事例共有

各団体に合った雇用

制度構築への助言、

事例共有

各団体に合った雇用

制度構築への助言、

事例共有
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世田谷サービス公社と連携した各外

郭団体のＤＸ推進等業務改革支援

（再掲）

各団体ニーズ調査、

支援事業内容の検

討、提案

外郭団体支援事業の

実施

外郭団体支援事業の

実施、支援内容検

証、他団体展開検討

外郭団体支援事業の

実施、拡充

区民サービスに係る手続き・申し込み

のオンライン化、キャッシュレス化支援

・各団体ヒアリングの実施

・各団体の導入状況、オ

ンライン化、キャッシュレス

化移行の確認

オンライン化、キャッシュレ

ス化導入支援

オンライン化、キャッシュレ

ス化導入支援

オンライン化、キャッシュレ

ス化導入支援

年次別計画 R6 R7 R8 R9

・情報収集、事例共

有

・外郭団体の導入支

援

・情報収集、事例共

有

・外郭団体の導入支

援

・情報収集、事例共

有

・外郭団体の導入支

援

取組み

内容

区が「ＤⅩ推進方針Ver.２」で進める手続きのオンライン化、キャッシュレス化推進について、その趣旨を踏

まえ、各外郭団体においても、区民サービスに係る手続き・申込の更なるオンライン化・キャッシュレス化の取

組みを推進するため、外郭団体がオンライン申請のサービスを利用する際に、各外郭団体所管課を通じて

ＤＸ推進担当部が相談に応じます。

　また、外郭団体の法人運営及び事業運営にかかるデジタル化サービス公社のＩＣＴ部門により、各団

体のＤＸ推進支援を進めていきます。

項目 外郭団体のデジタル化、キャッシュレス決済の推進支援

基金の運用に関する助言

・証券会社等との調

整

・基金の運用に関する

助言の実施

基金の運用に関する

助言の実施

基金の運用に関する

助言の実施

基金の運用に関する

助言の実施

項目
外郭団体の決算分析を踏まえた、団体自主財源等の歳入メニュー開発支援及び基金等運

用支援

自主財源拡充のためのクラウドファン

ディング等事例共有・勉強会実施

取組み

内容

各外郭団体の決算から、区からの委託料・補助金、団体への寄附・協賛金などの収支構造を所管課にお

いて分析のうえ、引き続き区からの委託や補助の適正化を進めつつ、各団体が工夫を凝らした自主財源

等の歳入メニューを開発することや、基金を運用することを支援し、自主性・自立性向上や団体財政のさら

なる安定化を促します。各外郭団体の決算分析に基づく助言とともに、それぞれが自主財源を拡充するこ

とができるクラウドファンディングなどの事例を含めた検討支援、基金の運用に関する助言を実施します。

外郭団体ごとの収支構造分析（区か

らの委託料・補助金、団体への寄附・

協賛金等）

決算分析と各外郭団

体への助言

助言を踏まえた決算

分析と各外郭団体へ

のさらなる助言

助言を踏まえた決算

分析と各外郭団体へ

のさらなる助言

助言を踏まえた決算

分析と各外郭団体へ

のさらなる助言

年次別計画 R6 R7 R8 R9

・事例収集、事例共

有

・勉強会準備（CF事

業者調整等）、実施
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７．各外郭団体の役割・今後の取組みの方向性 

  本方針の 3 つの重点ポイントに基づく各外郭団体が担う役割と、方針期間である８年間での取組み

の方向性及び、前期４年間における取組項目を、年次別計画とともに示します。 

 また、区とともに取り組むものや区との連携要素の強い以下の項目については、「新たな行政経営への

移行実現プラン」にも併せて定めます。 

 

【新たな行政経営への移行実現プランに併せて定める取組み項目】 

項目名 外郭団体名 

管理部門の区職員派遣の適正化 （公財）せたがや文化財団 

災害時における区の支援と専門機能の活用 （公財）世田谷区保健センター 

グリーンインフラ関連事業強化 （一財）世田谷トラストまちづくり 

世田谷区居住支援協議会の事務局運営 （一財）世田谷トラストまちづくり 

区職員派遣の適正化 （一財）世田谷トラストまちづくり 

賛助会員や総合型地域スポーツ・文化クラブ

等と連携した部活動等支援 

（公財）世田谷区スポーツ振興財団 

スポーツ施設の災害対策に資する機能の強化 （公財）世田谷区スポーツ振興財団 

福祉人材の確保、育成、定着支援の促進 （社福）世田谷区社会福祉事業団 

重層的支援体制整備事業の推進 （社福）世田谷区社会福祉協議会 

 

 ※表中９項目について、次ページ以降の各団体の取組み項目に、       と印をつけています。 プラン 
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（１）  公益財団法人　せたがや文化財団　　所管部：生活文化政策部

◆役割・今後の取組みの方向性

項目 質の高い展示・公演等の展開

取組み

内容

区民に質の高い芸術に触れる機会を提供するため、事業評価及び調査研究等を実施し、次年度の事業

に反映することで、質の高い展示・公演等を展開してきたところです。

今後も、さまざまなテクノロジーの進歩に伴う表現の多様化に対応するとともに、区民ニーズをしっかりと捉えな

がら、これまで積み上げてきた実績を活かし、人材育成にも力を注ぎプロフェッショナルと評されるよう、質の高

い事業を展開していきます。文化生活情報センター、美術館、文学館の３館を一括して管理運営している

スケールメリットを生かして、「生活デザイン」「演劇(舞台)」「美術」「文学」「音楽」「国際交流」の幅広い領

域における総合力を発揮し、これまで行ってきた相互の連携を土台として、より一層の効果を発揮すべく取

組みを進めていきます。

　文化財団の管理運営する美術館、文学館、文化生活情報センターは、公立の文化施設として区内外から高い評価を

得ており、区のイメージを先導する役割を担ってきました。今後も、高度な専門性やノウハウを活かして、事業の質をさらに高

めることにより、現在の高い評価を継続・向上させ引き続き地域文化の振興と心豊かな地域社会の形成に寄与する役割

を担っていきます。

　文化・芸術事業については、高度な専門性やノウハウを活かし、引き続き文化・芸術を身近に鑑賞・体験できる機会とし

ての展覧会・公演等の質の向上や区民による自主的な活動への支援の充実を図るとともに、地域や学校等の活動の場に

おける支援の更なる充実を目指していきます。

　国際事業については、区の第二次多文化共生プランに掲げる基本方針の実現に向け、世田谷文化生活情報センター

国際事業部の設立当初の役割分担に基づき、「区民参加の促進及び交流の担い手育成」、「区民参加型の国際イベン

トや講座等、多様な交流を通じた地域活性化」、「活動のネットワーク化及び国内外に向けた国際交流、国際貢献、国

際協力活動の活性化」について推進可能な体制を整え、人的ネットワーク及び国際交流・活動団体支援のノウハウがより

効果的に活用できる組織を目指します。

◆前期４年間の進め方・考え方

〇文化・芸術事業については、展覧会・公演等の充実に取り組み、区民に対し質の高い文化・芸術を提供していきます。

〇さらに、財団が地域や学校等に出向き、直接区民や児童・生徒との交流を通した自主的な活動への支援の更なる充

実に取り組んでいきます。

〇国際事業については、区との役割分担により、多文化共生や国際社会、国際交流等に関する情報発信やイベントを実

施するとともに、区内国際交流団体の支援・連携、及び日本人区民と外国人区民が交流する事業を全区的に実施して

いきます。在住外国人に対しては、生活情報や地域社会への参加等の必要な情報の提供、適切な相談対応を行いま

す。また、地域日本語教育を進め、外国人が地域活動や社会資源とつながるよう支援するとともに、日本人に対して、やさ

しい日本語の普及をはじめ、多文化理解への意識醸成を図ります。国際交流の取組みでは、在住外国人・インバウンド等

に対し、これまでの区民の国際交流事業の実績を活かし、区及び（公財）世田谷区産業振興公社と連携して日本人と

の交流や世田谷区の紹介を実施します。

質の高い展覧会、公演等の企画・実

施

利用者アンケート等に

基づく事業評価の実

施

利用者アンケート等に

基づく事業評価の実

施及び事業への反映

利用者アンケート等に

基づく事業評価を踏ま

えた事業の充実

利用者アンケート等に

基づく事業評価を踏ま

えた事業の実施、検

証

年次別計画 R6 R7 R8 R9

各館横断的な連携プログラムの実施

財団運営各館連携プ

ログラムの事業内容の

充実

財団運営各館連携プ

ログラムの実施、検証

財団運営各館連携プロ

グラムの検証を踏まえた

事業の実施、充実

財団運営各館連携プ

ログラムの実施、検証

文化・芸術の振興に資する調査研究

・普及事業や作品

集、調査研究の実

施、企画展への反映

・世田谷パブリックシア

ター事業・運営評価に

関する調査研究、報

告書の作成

普及事業や作品集、

調査研究の実施、企

画展への反映

普及事業や作品集、

調査研究の実施、企

画展への反映

普及事業や作品集、

調査研究の実施、企

画展への反映
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学校、福祉施設へのアウトリーチ活動

等の実施

・区内小学校での鑑

賞教室、演劇ワーク

ショップ等の実施

・区内施設・団体と連

携・協働したプログラム

の実施（福祉施設で

の移動劇場、「どこでも

文学館」等）

・区内小学校での鑑

賞教室、演劇ワーク

ショップ等の実施

・区内施設・団体と連

携・協働したプログラム

の実施（福祉施設で

の移動劇場、「どこでも

文学館」等）

・区内小学校での鑑

賞教室、演劇ワーク

ショップ等の実施

・区内施設・団体と連

携・協働したプログラム

の実施、実施回数の

増（福祉施設での移

動劇場、「どこでも文

学館」等）

・区内小学校での鑑

賞教室、演劇ワーク

ショップ等の実施

・区内施設・団体と連

携・協働したプログラム

の実施、実施回数の

増（福祉施設での移

動劇場、「どこでも文

学館」等）

項目 教育普及活動の充実と文化芸術活動の発表の機会の提供

取組み

内容

　財団では、世田谷美術館開館から小中学校鑑賞教室を実施し、累計約３６万人が参加しています。こ

のような実績を活かしたワークショップ型の事業、区民による活動発表の場の提供など、区民・利用者が主

体的に参加できる機会を積極的に創出するとともに、学校や福祉施設へのアウトリーチ活動等を実施するこ

とで文化・芸術のすそ野の拡大に向けた取組みを推進していきます。

年次別計画

多様な区民が参加できる機会の創出

・事業の充実（各種

講座・ワークショップ・鑑

賞教室・出張展示

等）

・事業の充実（各種

講座・ワークショップ・鑑

賞教室・出張展示

等）

・区役所本庁舎等に

おける出張展示の検

討

・事業の拡充（各種

講座・ワークショップ・鑑

賞教室・出張展示

等）

・区役所本庁舎等に

おける出張展示の実

施

・事業の拡充（各種

講座・ワークショップ・鑑

賞教室・出張展示

等）

・区役所本庁舎等に

おける出張展示の実

施

R6 R7 R8 R9

大学との連携

・インターンシップの受

け入れ

・学芸員資格課程に

おける博物館実習へ

の協力（美術館、文

学館）

・調査研究における連

携（美術館、文学

館）

・大学教育、学生の地

域活動などへの協力

（美術館、文学館）

・インターンシップの受

け入れ

・学芸員資格課程に

おける博物館実習へ

の協力（美術館、文

学館）

・調査研究における連

携（美術館、文学

館）

・大学教育、学生の地

域活動などへの協力

（美術館、文学館）

・インターンシップの受

け入れ、受け入れ人

数の拡充

・学芸員資格課程に

おける博物館実習へ

の協力（美術館、文

学館）

・調査研究における連

携（美術館、文学

館）

・大学教育、学生の地

域活動などへの協力

（美術館、文学館）

・インターンシップの受

け入れ、受け入れ人

数の拡充

・学芸員資格課程に

おける博物館実習へ

の協力（美術館、文

学館）

・調査研究における連

携（美術館、文学

館）

・大学教育、学生の地

域活動などへの協力

（美術館、文学館）
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項目 デジタルコンテンツの充実

取組み

内容

　収蔵作品や公演等のデジタルコンテンツの公開や、SNSなど様々な媒体を活用した情報発信、VRを活用

した施設紹介等により、各館の魅力を伝え、興味・関心の促進を図ります。通信技術の発展や情報ネット

ワークの進化により、ICTの日常生活への浸透が加速している状況を受け、いつでもどこでも容易にアクセス

できるよう、著作権等の権利保護に留意しながら、デジタル技術の運用を図ります。さらなる集客につながる

よう、デジタルコンテンツの使い分けにも工夫を重ね、積極的な運用を図ります。

年次別計画 R6 R7 R8 R9

収蔵作品や公演に関するデジタルコン

テンツの公開

・収蔵品等のホームペー

ジ上での公開点数の増

加

・各館の魅力を伝える動

画配信の拡大検討

・収蔵品等のホームペー

ジ上での公開点数の増

加

・各館の魅力を伝える動

画配信コンテンツ数の拡

大

・収蔵品等のホームペー

ジ上での公開点数の増

加

・各館の魅力を伝える動

画配信の実施、検証

・収蔵品等のホームペー

ジ上での公開点数の増

加

・各館の魅力を伝える動

画配信の実施、検証

様々な媒体を活用した情報発信、各

館施設紹介の充実

・SNSを活用した情報

告知、各館の魅力発

信

・VRによる施設紹介の

実施、閲覧方法の拡

充検討（パブリックシ

アター）

・SNSを活用した情報

告知、各館の魅力発

信

・VRによる施設紹介の

実施、閲覧手法の拡

充（パブリックシア

ター）

・SNSを活用した情報

告知、各館の魅力発

信

・VRによる施設紹介の

実施（パブリックシア

ター）

・SNSを活用した情報

告知、各館の魅力発

信

・VRによる施設紹介の

実施（パブリックシア

ター）

15



取組み

内容

　多文化共生を推進するため、日本人が外国の文化や生活を理解するとともに、財団が持つ人的ネットワー

クやノウハウを効果的に活用できる体制となるよう、日本語教室、日本語サポーター講座を区から移管し、

外国人が地域で安全に安心して生活することができるよう日本語を学ぶ機会を提供します。

あわせて区民との交流の機会を進め、地域で外国人を支えていく仕組みづくりを構築します。

項目 国際事業の展開、実施（多文化共生の推進）

年次別計画 R6 R7 R8 R9

交流機会の提供

・まちあるき、日本語

交流会、ニュースレター

の翻訳

・産業振興公社との連

携事業まちあるきの実

施

・外国人の社会参加と

活躍を進める場の検

討

・まちあるき、日本語

交流会、ニュースレター

の翻訳

・産業振興公社との連

携事業まちあるきの実

施

・外国人の社会参加と

活躍を進める場の検

討

・まちあるき、日本語

交流会、ニュースレター

の翻訳

・産業振興公社との連

携事業まちあるきの実

施

・外国人の社会参加と

活躍を進める場の実

施・検証

・まちあるき、日本語

交流会、ニュースレター

の翻訳

・産業振興公社との連

携事業まちあるきの実

施

・外国人の社会参加と

活躍を進める場の実

施・検証

外国の文化、生活の理解促進

・やさしい日本語

・ウィーン市ドゥブリング区

姉妹都市提携40周年を

記念したウィーン市に関す

る多文化理解講座の実

施

・やさしい日本語

・カナダウィニペグ市姉妹

都市55周年を記念した

カナダに関する多文化理

解講座の実施

・やさしい日本語

・やさしい日本語

・オーストラリアバンバリー

市姉妹都市35周年を記

念したオーストラリアに関

する多文化理解講座の

実施

日本語を学ぶ機会の提供

・外国人のための日本

語教室の区からの移

管

・日本語サポーター講

座の区からの移管

・外国人のための日本

語教室

・日本語サポーター講

座

・日本語サポーター講

座修了生のボランティ

ア活用

・外国人のための日本

語教室

・日本語サポーター講

座

・日本語サポーター講

座修了生のボランティ

ア活用

・外国人のための日本

語教室

・日本語サポーター講

座

・日本語サポーター講

座修了生のボランティ

ア活用

管理部門の区職員派遣の適正化に

向けた「人材活用計画」の見直しによ

る人員体制の構築

「人材活用計画」の見直

し、検討

「人材活用計画」の見直

しに基づく実施

「人材活用計画」見直し

に基づく実施

「人材活用計画」見直し

に基づく実施

項目 管理部門の区職員派遣の適正化

取組み

内容

平成29年に策定した「せたがや文化財団人材活用計画」をもとにした取組みについて検証を行い、労働法

制や社会情勢の変化を踏まえた見直しを図り、マニュアル作成や管理部門に特化した研修実施等を進める

とともに、文化・芸術に関する専門人材が多いなかでの管理部門の人材の育成、確保が必要であるため、

持続可能な財団経営に向けた人員体制構築の取組みを進め、区職員派遣の適正化を図ります。

年次別計画 R6 R7 R8 R9

プラン
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（２）  公益財団法人 世田谷区産業振興公社　　所管部：経済産業部

◆役割・今後の取組みの方向性

ⅮⅩ推進による効果的、効率的な事

業の実施

・システムの機能向上

とサーバークラウド化の

実施

・提供サービスの電子

申請方式への移行

・データを活用した事

業・広報等の実施

・システムの機能向上

とサーバークラウド化の

実施

・電子申請の推進

・データを活用した事

業・広報等の実施

・システムの機能向上

とサーバークラウド化の

実施

・電子申請の推進

・データを活用した事

業・広報等の実施

・システムの機能向上

とサーバークラウド化の

実施

・電子申請の推進

・データを活用した事

業・広報等の実施

勤労者福利事業（セラ・サービス）の

充実と安定的な提供

・事業運営検討会の

開催

・検討会での意見を踏

まえた利用者ニーズの

把握と事業実施

・事業運営検討会に

よる事業の分析・調査

・検討会での意見を踏

まえた利用者ニーズに

合った事業の検証

・事業運営検討会に

よる事業評価

・検討会での意見を踏

まえた利用者ニーズに

合った事業の提供

・事業運営検討会に

よる新たな方針提示

・検討会での意見を踏

まえた利用者ニーズに

合った事業の提供

項目 区内産業活性化の中心的役割

取組み

内容

　産業プラザを今後も引き続き産業振興の拠点として、産業団体や区内中小事業者などに利活用するた

め、施設を活用し、会議室の有効活用を図るとともに、産業団体との産業プラザ団体連絡会を開催し、産

業団体と公社との連携を推進します。

　勤労者福祉事業（セラ・サービス）では、利用者代表を加えた運営協議会を開催し、利用者のニーズに

即した事業展開により、区内中小企業や個人事業主の労働環境の改善を図るとともに区内事業者の人材

確保につなげていきます。

　ⅮⅩを推進し、安全なシステム構築を図り、事業所と公社との双方向のやり取りやデータを活用した事業

検討などを進めます。

産業振興公社は、中小企業経営支援を中心に区内経済の基盤を支え、活性化を推進する中核的役割を果たしていま

す。今後もその役割を果たしていくために、固有の人材を中心とした専門的知見の蓄積と関係団体やステークホルダーとの

ネットワークの強化を図り、主体的な取組みにより一層信頼される存在となる必要があります。

また、これまで「住んでよし、訪れてよし」の「まちなか観光」を進めてきた観光の活性化においては、区内経済活性化の有力

な施策の一つとして区外からの人流の誘導と区内周遊、消費があり、観光ボランティアガイドや世田谷みやげの充実などを

はじめ、また、世田谷まちなか観光交流協会の取組みや（公財）せたがや文化財団国際事業部（せたがや国際交流セ

ンター）等と連携を図りながら、インバウンドを含め、世田谷の魅力の発掘、磨き上げ、区内外への発信に取り組んでいきま

す。勤労者福祉事業を引き続き安定的に提供するとともに、総合的な雇用・就労の支援に取り組んでいきます。これらの

役割を的確に連関させることによって効果的、効率的に地域経済産業にかかる総合的な公共サービス提供の役割を果た

していきます。

◆前期４年間の進め方・考え方

〇一層の少子高齢化や急速なデジタル化など社会状況の変化、資源や原材料をはじめとする諸物価や人件費の変動、

本庁舎等整備と産業プラザの再編、大阪万博等を契機とするインバウンドの活発化などに対応していきます。

〇区内産業活性化の中核的な担い手として、中小企業の経営を支えていきます。

〇観光事業や就労への効果的な支援をするために、区の政策を踏まえながら主体的に取り組みます。

産業プラザ運営の活性化と施設を活

用した産業団体等との連携強化

・施設の活用に向けた

調整

・産業プラザ団体連絡

会の開催（産業プラ

ザの活用、各団体事

業の情報周知及び協

力依頼等）

・施設の活用

・産業プラザ団体連絡

会の開催（産業プラ

ザの活用、各団体事

業の情報周知及び協

力依頼等）

・施設の活用

・産業プラザ団体連絡

会の開催（産業プラ

ザの活用、各団体事

業の情報周知及び協

力依頼等）

・施設の活用

・産業プラザ団体連絡

会の開催（産業プラ

ザの活用、各団体事

業の情報周知及び協

力依頼等）

年次別計画 R6 R7 R8 R9
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創業、起業の支援を通じた区内産業

の活性化

創業相談、特定創業

支援等事業のオンライ

ン講座の実施

創業相談、特定創業

支援等事業のオンライ

ン講座の拡充

創業相談、特定創業

支援等事業のオンライ

ン講座の拡充

創業相談、特定創業

支援等事業のオンライ

ン講座の拡充

融資あっせんの着実な実行

・区内金融機関への

周知、融資の協力依

頼

・情報発信の拡充検

討

・申請の電子化の検

討

・区内金融機関への

周知、融資の協力依

頼

・情報発信

・申請の電子化の実

施

・区内金融機関への

周知、融資の協力依

頼

・情報発信

・申請の電子化の実

施

・区内金融機関への

周知、融資の協力依

頼

・情報発信

・申請の電子化の実

施

中小事業者を対象とした経営相談の

充実

・事業内容の周知

・中小事業者伴走型支

援事業の実施

・東京都中小企業振興

公社等と連携した相談

内容の検討

・事業内容の周知方法

拡充

・中小事業者伴走型支

援事業の実施

・東京都中小企業振興

公社等と連携した相談の

実施

・事業内容の複数の手

法による周知

・中小事業者伴走型支

援事業の改善実施

・東京都中小企業振興

公社等と連携した相談の

拡充実施

・事業の周知内容の拡

充

・中小事業者伴走型支

援事業の実施

・東京都中小企業振興

公社等と連携した相談の

分析・実施

取組み

内容

　コロナ禍を経て、区内中小事業者に多様な経営課題が生じているなか、資金繰りや経営改善などの相談

を行います。また、事業承継や廃業等といった複雑な課題の相談の対応を進め、事業所が抱える個別の課

題に対応した相談を行うため、「中小事業者伴走型支援事業」を実施し、東京都中小企業振興公社等と

の連携を図りながら、現地訪問などで多様化する事業者の経営課題に寄り添った経営相談を実施します。

　事業所を支える基礎的な事業である、融資あっせんを安定的に実施し、区内中小事業者の資金需要に

応えるとともに、創業支援により創業をする事業者の必要な知識の講座や融資あっせんの相談に応じ、事業

がスムーズに進められるよう支援し、区内産業の活性化を図ります。

年次別計画 R6 R7 R8 R9

項目 中小企業経営支援
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地域の賑わいの創出、区民の愛着

（シビックプライド）の醸成につながる

取組み

・観光ボランティアガイ

ド等での地域人材活

用

・世田谷みやげ20周

年記念事業実施

（再掲）

・区内事業者等のイベ

ント出展機会の提供

・観光ボランティアガイ

ド等での地域人材活

用

・世田谷みやげの充実

（再掲）

・区内事業者等のイベ

ント出展機会の提供

・観光ボランティアガイ

ド等での地域人材活

用

・世田谷みやげの充実

（再掲）

・区内事業者等のイベ

ント出展機会の提供

インバウンドを含む区外からの来街者

増、交流（関係）人口増、区内消

費増を促進する取組み

・観光ボランティアガイドの

外国版観光ＨＰでの受

付開始

・関係団体等と連携した

外国語含む観光SNS等

での情報発信の充実

・世田谷みやげ20周年

記念事業実施

・協会事業の実施（再

掲）

・インバウンド対応含む観

光ボランティアガイドの充

実

・関係団体等と連携した

外国語含む観光SNS等

での情報発信の充実

・世田谷みやげの充実

・協会事業の実施（再

掲)

・インバウンド対応含む観

光ボランティアガイドの充

実

・関係団体等と連携した

外国語含む観光SNS等

での情報発信の充実

・世田谷みやげの充実

・協会事業の実施（再

掲)

・インバウンド対応含む観

光ボランティアガイドの充

実

・関係団体等と連携した

外国語含む観光SNS等

での情報発信の充実

・世田谷みやげの充実

・協会事業の実施（再

掲)

・観光ボランティアガイ

ド等での地域人材活

用

・世田谷みやげの充実

（再掲）

・区内事業者等のイベ

ント出展機会の提供

世田谷まちなか観光交流協会の事務

局として、活動促進、連携支援による

観光プラットフォーム機能の強化

・協会事業の実施

（観光メッセ等）

・会員数増（新規3

増）等による協会の

活動促進、会員同士

の連携強化や支援、

機会提供の充実

・活動回数（イベント

等）13回

・協会事業の実施

（観光メッセ等）

・会員数増（新規3

増）等による協会の

活動促進、会員同士

の連携強化や支援、

機会提供の充実

・活動回数（イベント

等）15回

・協会事業の実施

（観光メッセ等）

・会員数増（新規3

増）等による協会の

活動促進、会員同士

の連携強化や支援、

機会提供の充実

・活動回数（イベント

等）17回

・協会事業の実施

（観光メッセ等）

・会員数増（新規3

増）等による協会の

活動促進、会員同士

の連携強化や支援、

機会提供の充実

・活動回数（イベント

等）19回

取組み

内容

観光施策を区内経済活性化の有力な施策の一つとして、観光ボランティアガイドや世田谷みやげの充実を

はじめ、また、世田谷まちなか観光交流協会の取組みを進め、（公財）せたがや文化財団国際事業部

（せたがや国際交流センター）等と連携を図りながら、インバウンドを含む区外からの来街者増、交流（関

係）人口増、区内消費増につなげるとともに、区民の愛着（シビックプライド）の醸成を図ります。世田谷の

魅力の発掘、磨き上げ、発信に取り組みます。

年次別計画 R6 R7 R8 R9

項目 観光の活性化
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項目 三軒茶屋就労支援センター（おしごとカフェ）の充実

取組み

内容

　三軒茶屋就労支援センターを運営し、人材不足産業を中心に区内中小事業者の人材確保支援を進め

るため、面接会や業界理解のセミナーを実施します。また、就職希望者への丁寧なカウンセリングを行い、区

民の就労を支援します。

　また、高齢者の就労や多様な働き方支援のため、R60－Setagaya事業を実施するとともに、三軒茶屋

分庁舎への就労支援機能の集約を契機に、関係機関と連携した事業者のユニバーサル就労への理解を促

進する取組みを実施します。

年次別計画 R6 R7 R8 R9

高齢者の就労や多様な働き方の支援

R60事業の運営方法

の見直し・求人開拓の

充実

R60事業の運営・求

人開拓の充実

R60事業の運営・求

人開拓の充実

R60事業の運営・求

人開拓の充実

三軒茶屋分庁舎への就労支援機能

の集約を契機にした事業者のユニバー

サル就労の理解の促進

区、関係機関との協

議、検討

関係機関と連携した

新たな取組みの開始

関係機関と連携した

取組みの実施

関係機関と連携した

取組みの実施

人材不足産業を中心とした区内事業

者の人材確保支援

・企業説明会、面接

会の充実

・事業者向けセミナー

の充実

・求人カウンセリングの

充実

・企業説明会、面接

会の実施

・事業者向けセミナー

の実施

・求人カウンセリングの

実施

・企業説明会、面接

会の実施

・事業者向けセミナー

の実施

・求人カウンセリングの

実施

・企業説明会、面接

会の実施

・事業者向けセミナー

の実施

・求人カウンセリングの

実施
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（３） 公益財団法人 世田谷区保健センター  所管部：保健福祉政策部

◆役割・今後の取組みの方向性

障害者の健康づくり支援

障害者、障害者施設

向け健康度測定及び

個人の障害状況に合

わせた健康づくり個別

指導プログラムの検討

障害者、障害者施設

向け健康度測定及び

個人の障害状況に合

わせた健康づくり個別

指導プログラムの試行

障害者、障害者施設

向け健康度測定及び

個人の障害状況に合

わせた健康づくり個別

指導プログラムの実施

障害者、障害者施設

向け健康度測定及び

個人の障害状況に合

わせた健康づくり個別

指導プログラムの実施

健康増進事業の利用勧奨・周知強

化

SNS等の新たな媒体

や手法の活用による時

代に即したより効果的

な広報戦略の展開の

検討・試行

情報通信ツール等を

効果的に活用した戦

略的な広報活動の実

施

情報通信ツール等を

効果的に活用した戦

略的な広報活動の実

施

情報通信ツール等を

効果的に活用した戦

略的な広報活動の実

施

項目 区民一人一人に目を向けた健康増進の向上

取組み

内容

区民のこころとからだの健康づくりと生活習慣病の予防を目的として、健康度測定（体成分分析測定、体

力測定や各種検査等）とその結果に基づく栄養・運動・休養の個別指導を実施しています。今後、区民

一人一人に目を向けた健康増進の向上と多様な区民に配慮した健診の実施（運動指導員の地区、地

域への積極的な派遣、障害者や高齢者、区内企業の健康づくり支援）へとさらに展開していくことも視野に

入れ、高齢者や障害者など多様な区民に配慮した誰もが利用しやすい環境整備やプログラムの見直しなど

に取り組みます。

　保健医療福祉の拠点である「うめとぴあ」において、区民の健康の保持増進並びに障害のある方等を支援する総合施設

として、長年培った専門性と経験豊かな多職種の専門職が在籍する特性（総合力）を活かし、先駆的な取り組みの実

施、地域包括ケアシステムの基盤である地域や地区と連携した保健医療福祉サービスの提供や保健医療福祉サービスの

後方支援機能など、保健・医療・福祉の全区的拠点における中核的役割を担います。

・長年のノウハウを活かした区民主体の地域の健康活動支援と地域包括ケアシステムとの連携

・保健医療福祉分野における専門性と多職種による総合性を活かした公益事業の展開

・充実した最新の医療機器と専門医による検査・検診体制を活かし、医療機関への PR や営業活動を強化し、医療機

関の後方支援機能を果たすこと

   さらに、新たな役割として、大規模災害発生後においては災対医療衛生部および医療救護本部が設置されることから、

保健医療福祉総合プラザ全体でその支援にあたるとともに、区と連携し避難所への専門職派遣などを行います。

◆前期４年間の進め方・考え方

〇区民一人一人に目を向けた健康増進の向上と多様な区民に配慮した健診の実施（運動指導員の地区、地域への

積極的な派遣、障害者や高齢者、区内企業の健康づくり支援）

〇がん患者や家族等を支える中核的機能の充実（治療と仕事の両立支援やアピアランスケア、在宅療養など「あんしんす

こやかセンター」等の後方支援を含めた「がん相談」体制の強化・充実）

〇高次脳機能障害に係る拠点機能の強化（高次脳機能障害者支援にあたっての、区との協力による施策全体の整

理、関係機関のネットワーク強化や後方支援機能の強化）

〇こころの健康支援の充実（精神疾患等への偏見や誤解の解消にむけた理解啓発事業や当 事者の活躍機会としての

ピア相談員の育成）

〇災害時における区の支援と専門機能の活用（大規模災害時の災害医療の対応を行うための、運用方法等を明確に

した支援体制の構築や団体の専門性を活かした区と連携した避難所等への運動指導員等の巡回指導体制の構築）

高齢者に対応した「健康度測定」の実

施

高齢者の健康課題に

対応する「健康度測

定」の検討

高齢者に対応した健

康度測定」の試行

高齢者に対応した「健

康度測定」の実施と

データ集計

高齢者に対応した「健

康度測定」の評価検

証

年次別計画 R6 R7 R8 R9
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障害者支援における先進的事業（プ

レステップサポート、失語症者向け意

思疎通支援者派遣・支援者養成、職

業評価コンパス）の評価・検証

先進的事業の評価・

検証

先進的事業の改善検

討
先進的事業の試行 先進的事業の充実

子ども関連の機関・施設との連携強化

子ども関連の機関・施

設との連携強化の検

討

子ども関連の機関・施

設との連携強化の実

施

子ども関連の機関・施

設との連携強化の実

施

子ども関連の機関・施

設との連携強化の検

証

高次脳機能障害に係る拠点機能の

強化と地域支援

・調査研究による取組

みの検証、試行実施

・実施体制の充実と

梅ヶ丘拠点としての相

談支援機能の強化

・地域研修会等を通じ

た地域の相談支援機

能の強化

・取組みの検証に伴う

試行実施

・梅ヶ丘拠点における

相談支援機能の推進

・地域における相談支

援機能の強化

・取組みの検証に伴う

試行実施、評価

・梅ヶ丘拠点における

相談支援機能の推進

・地域における相談支

援機能の強化

・試行実施の評価に

伴う本格実施

・梅ヶ丘拠点における

相談支援機能の推進

・地域における相談支

援機能の強化

取組み

内容

東京リハビリテーションセンター世田谷との連携強化により、障害に関する全区的拠点としての機能充実に取

り組みます。また、保健医療福祉の関係機関の支援ネットワークの拠点として施策の充実に取り組みます。

多様な専門職による専門相談機関として、高次脳機能障害者の相談支援体制等の強化、乳幼児育成

相談での子育て支援機関への専門職の派遣拡大、障害者支援における先進的事業への取組みを進めま

す。

年次別計画 R6 R7 R8 R9

項目 高次脳機能障害をはじめとする障害者等支援における拠点機能の充実

がん相談の充実

・あんしんすこやかセン

ターからのオンラインに

よるがん相談の試行

・職域と連携した治療

と仕事の両立支援の

相談実施に向けた検

討

・あんしんすこやかセン

ターからのオンラインに

よるがん相談の試行拡

充

・職域と連携した治療

と仕事の両立支援の

相談の試行と評価検

証

・あんしんすこやかセン

ターからのオンラインに

よるがん相談の全区で

の実施

・職域と連携した治療

と仕事の両立支援の

相談の実施

・あんしんすこやかセン

ターからのオンラインに

よるがん相談の全区で

の実施

・職域と連携した治療

と仕事の両立支援の

相談の実施

精密検査受診率の向上

精密検査未受診者の

再受診勧奨向けのシ

ステム改修と再受診勧

奨の実施

精密検査未受診者の

再受診勧奨の実施

精密検査未受診者の

再受診勧奨の評価及

び実施

精密検査未受診者の

再受診勧奨及び改善

がん検診受診率の向上
区と連携したがん検診

受診率向上の検討

区と連携したがん検診

受診率向上への取組

みの実施

区と連携したがん検診

受診率向上への取組

みの実施

区と連携したがん検診

受診率向上への取組

みの評価検証

取組み

内容

「がん検診受付センター」の運営管理を担い、「がん検診」の受診率向上に寄与することに加え、がん罹患者

を早期に発見し確実に治療に繋げるため、がん検診の要精密検査者の追跡把握や精密検査未受診者へ

の再受診勧奨など、精度管理を強化します。

がん患者や家族が、身近なところで在宅療養や就労、アピアランスケアなどの専門的な相談が受けられるよ

う、28 地区のあんしんすこやかセンターとオンライン相談を実施するための環境整備と体制づくりを行います。

従来の就労相談(社労士と専門相談員による相談)に加え、職域と連携した治療と仕事の両立支援の相

談を実施するなど相談内容を拡充します。

年次別計画 R6 R7 R8 R9

項目 がん対策の強化とがん患者や家族等を支える中核的機能の充実
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専門性を活かした大規模災害発災後

の避難者等への保健活動の区との連

携

巡回指導体制の検

討、確立

区災対地域本部、災

対医療衛生部と連携

した巡回指導訓練の

実施、結果のフィード

バック

区災対地域本部、災

対医療衛生部と連携

した巡回指導訓練の

実施と結果のフィード

バック

区災対地域本部、災

対医療衛生部と連携

した巡回指導訓練の

実施と結果のフィード

バック

保健医療福祉総合プラザ内避難者、

帰宅困難者対応体制の確立

プラザ利用者の避難

誘導や帰宅困難者等

の受入れの在り方検

討とマニュアルの整備

プラザ利用者の避難

誘導や帰宅困難者の

受入れ等の実地訓練

とマニュアルの修正

総合プラザ各事業者と

連携した訓練の実施と

結果のフィードバック及

びマニュアルの修正

総合プラザ各事業者と

連携した訓練の実施と

結果のフィードバック及

びマニュアルの修正

区災対医療衛生部（医療救護本

部）の支援体制の確立

・区が実施する訓練への

参加と訓練結果のフィー

ドバック

・災対医療衛生部（医

療救護本部）の速やか

な設置に向けた手順整

理とマニュアルの整備

・区が実施する訓練への

参加と訓練結果のフィー

ドバック

・訓練結果を活かした災

対医療衛生部（医療救

護本部）の速やかな設

置に向けたマニュアルの修

正

区が実施する訓練（医

療救護本部立上げ訓練

を含む）への参加と訓練

結果のフィードバック

区が実施する訓練（医

療救護本部立上げ訓練

を含む）への参加と訓練

結果のフィードバック

取組み

内容

大規模災害発生後においては医療救護本部を始めとした災対医療衛生部が保健医療福祉総合プラザ内

に設置されることから、保健医療福祉総合プラザ全体でその支援体制を構築する必要があります。加えて、

保健センターの専門性を活かし、区と連携し避難所への専門職派遣などを行うことにより、被災者の健康の

保持等の災害時の保健活動にも貢献する必要があります。

大規模災害時に保健医療福祉総合プラザ内において、区の災対医療衛生部が取組む災害医療対応の

支援を行うため、発災初動期から医療救護本部立ち上げまでの対応方法や、職員参集・施設の運用方

法等を明確にした支援体制を構築します。また、団体の専門性を活かし、区災対医療衛生部、地域本部

と連携した避難所等への運動指導員等の巡回指導体制の構築にも取り組みます。

年次別計画 R6 R7 R8 R9

項目 災害時における区の支援と専門機能の活用

当事者等の活躍の場の創出

・当事者等との企画会

議の検討・試行

・総合プラザを活用し

た当事者等と区民の

交流の機会の検討

・当事者等との企画会

議によりすすめる講座

の試行

・総合プラザを活用し

た当事者等と区民の

交流の機会の検討

・当事者等との企画会

議によりすすめる講座

の実施

・総合プラザを活用し

た当事者等と区民の

交流の機会の試行

・当事者等との企画会

議によりすすめる講座

の実施

・総合プラザを活用し

た当事者等と区民の

交流の機会の実施

こころの健康に関する理解促進のため

の人材育成

・心のサポーター事業

の検討と試行

・区民向けゲートキー

パー養成講座の実施

・心のサポーター事業

の試行の拡大

・区民向けゲートキー

パー養成講座の実施

・心のサポーター事業

の本格実施

・区民向けゲートキー

パー養成講座の検証

・心のサポーター事業

の拡充

・区民向けゲートキー

パー養成講座の拡充

こころの健康に関する正しい知識の普

及啓発

こころの健康に関する

テーマ別普及啓発講

座の実施

こころの健康に関する

テーマ別普及啓発講

座の実施及びテーマ等

の見直し

こころの健康に関する

新たなテーマ別普及啓

発講座の実施

こころの健康に関する

新たなテーマ別普及啓

発講座の実施

取組み

内容

こころの健康づくりの普及啓発について、当事者及びその家族の参画や区民との交流により、より実情にあっ

た企画の実施や理解促進を図ります。夜間・休日等こころの電話相談事業におけるピア人材の育成実績を

活かし、ピア活動を行う当事者等の協力のもとで講座を実施していきます。

さらに、保健医療福祉総合プラザの場を活用し、プラザを利用する団体や区民等との交流・参加を促進し、

連携を図ることにより、区民に広く精神障害に関する普及啓発を進めます。

夜間・休日等こころの電話相談は、より実情にあった効果的な事業とするため再構築を図ります。

年次別計画 R6 R7 R8 R9

項目 総合プラザの場を活用したこころの健康の普及啓発

プラン
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「かかりつけ医」を持つ区民を増やす働

きかけの推進

健診等で精密検査が必

要となった区民を「かかり

つけ医」へつなぐ工夫の検

討

精密検査を要す区民に

「かかりつけ医」を持つ働

きかけを実施

「かかりつけ医」を推奨し

た効果の検証（精密検

査受診状況の確認）

「かかりつけ医」推奨に向

けた工夫の再検討

健康経営をめざす区内企業への支援

の充実

・医療機関等と連携し

た中小企業従事者の

健診利用環境の整備

・中小企業及び従事

者の健康相談事業の

検討

・医療機関等と連携し

た中小企業従事者の

健診利用の促進

・中小企業及び従事

者の健康相談事業の

試行

・医療機関等と連携し

た中小企業従事者の

健診利用の促進

・中小企業及び従事

者の健康相談事業の

実施

・医療機関等と連携し

た中小企業従事者の

健診利用の促進

・中小企業及び従事

者の健康相談事業の

実施

・後方支援機能充実の

取組みの評価と改善

・地域医療の後方支援

機能活用の働きかけ強

化

・後方支援機能充実の

取組みの評価と改善

・地域医療の後方支援

機能活用の働きかけ強

化

取組み

内容

地域医療の後方支援ニーズを把握するための組織体制を整えるとともに、地区医師会との連携・協議の場

である「医療事業運営委員会」を活用し、利用しやすい予約体制や、受診日（曜日）や時間帯の調整な

ど利便性向上に向けた環境改善に取り組みます。

新規開業や事業承継された医療機関への各種精密検査申込み案内の強化に取り組むとともに、区内の

多くを占める中小企業で働く世代の健診事業を推進する中で必要となる精密検査や健康指導について、

地域医療機関と連携を図りながら進めていきます。

年次別計画 R6 R7 R8 R9

地域医療の後方支援の充実と機能

活用促進

・地域医療の後方支援

ニーズの把握と課題整理

・地域医療の後方支援

機能活用の働きかけ強

化策の検討

・医療事業運営委員会

の要望の把握、後方支

援の課題検討及び機能

充実の取組み開始

・地域医療の後方支援

機能活用の働きかけ強

化

項目 医療機関の後方支援機能の充実と機能活用促進
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（４）一般財団法人 世田谷トラストまちづくり  所管部：都市整備政策部 

◆役割・今後の取組みの方向性

　世田谷トラストまちづくりは、区民主体・区民参加の取組みに柔軟かつ横断的に伴走支援するなど、区民活動と区の施

策事業とをコーディネートする役割を担い、民有地のみどりの保全創出により、みどり３３実現に寄与してきました。こうした

役割を今後も果たしていくため、トラスト運動や区民まちづくり活動支援など、設立目的に沿った事業に特化するため、内

部事業を整理することにより、公益財団への移行を目指していきます。

　公益法人のメリットである寄附税制の優遇措置を活用し、積極的な寄附募集に取り組み、得た寄附を、民有地のみどり

保全事業をはじめとする公益目的事業の拡充へ活かします。また、収益事業で得た収益を公益目的事業へ還元する「み

なし寄附金」の適用により、事業の拡充や安定化、法人の経営強化を図っていきます。

◆前期４年間の進め方・考え方

  地域社会の未来を見据え、民有地のみどりの保全創出、参加と協働による住民主体の活動の支援、安心して住み続

けられる住まい・まちづくりに取り組み、区との政策連動をさらに強化し、団体の専門性を生かした公益的役割を拡充しま

す。

〇新たな民有地のみどりの保全創出

　財団のネットワークや地域との結びつきを活かした、市民緑地、小さな森、３軒からはじまるガーデニング支援制度等によ

るトラスト運動の推進強化。

〇グリーンインフラの普及・促進

   地域の人々や多様な分野の専門家と連携・協力しながら、地域ぐるみのグリーンインフラのさらなる拡大推進。「ナチュラ

リスティックガーデン」や「雨庭づくり」など、グリーンインフラの普及・促進事業の拡充。

〇ボランティアの育成と活用

　 ボランティアの育成と活用による公園、緑地等における維持保全活動の継続実施と新たな世代へのトラストボランティア

参加促進と育成、活用拡大。

〇民有建物を活用した地域まちづくりの場の創出

　 地域共生のいえづくり支援事業の活用によるまちづくりの場の創出。空き家等地域貢献活用支援制度の検証。

〇次期ファンドによる区民まちづくりの支援

　 新たな区民まちづくり支援のしくみによる運営への転換。

〇住まい・まちづくりの事業拡充

　 居住支援協議会事務局の運営の受託、住宅確保要配慮者の住まい確保の支援拡充。

〇公益法人への移行

　 公益法人化と併せた事業整理。
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区との連携による

市民緑地制度の活用推進

・新規設置：1個所

・既存市民緑地の管

理と公開：16箇所

・新規設置：1個所

・既存市民緑地の管

理と公開：17箇所

・新規設置：1個所

・既存市民緑地の管

理と公開：18箇所

・新規設置：1個所

・既存市民緑地の管

理と公開：19箇所

年次別計画 R6 R7 R8 R9

公開の場を活用した

小さな森制度の活用推進

・新規登録：1個所

・既存小さな森公開

回数：10回以上

合計19箇所

・新規登録：1個所

・既存小さな森公開

回数：10回以上

合計20箇所

・新規登録：1個所

・既存小さな森公開

回数：10回以上

合計21箇所

・新規登録：1個所

・既存小さな森公開

回数：10回以上

合計22箇所

項目 民間のみどりの保全と創出の推進

取組み

内容

　樹林地や屋敷林、庭のみどりなど、区の面積の７割を占める民有地において、市民緑地・小さな森制度を

推進し、みどり保全地を確保するとともに、これらのみどりを区民に公開することにより、みどり保全の大切さを

広く啓発します。また、3軒からはじまるガーデニング支援制度・園芸講習会等を実施し、園芸・緑化の支援

や普及啓発により民有地における新たなみどりの創出を図ります。

項目 国分寺崖線の樹林地保全に向けた取組み

取組み

内容

　世田谷区では、国分寺崖線の恵まれた水と緑の環境を「みどりの生命線」と位置づけ、みどりの基本計画

において「国分寺崖線の保全」、同行動計画においても「国分寺崖線周辺のみどりの確保」を掲げています。

良好な自然を保つために現地の状況を踏まえた専門的かつ継続的な保全管理の視点が必要であり、これ

まで世田谷トラストまちづくりで培ってきた専門家や地域・ボランティアとの協働の取り組み、経験を活かし、既

存の崖線樹林地における区民参加・協働による保全活動の推進及び市民緑地制度による崖線樹林地の

保全に、継続的に取り組みます。

3軒からはじまるガーデニング支援制度

の推進

制度運用及び、制度

問題点の洗い出し

・制度運用及び、制

度改正検討

・制度の普及啓発手

法の充実検討

・制度改正及び、改

正制度の運用

・制度の普及啓発手

法の実施

・改正制度の運用

・制度の普及啓発手

法の実施

年次別計画 R6 R7 R8 R9

市民緑地制度による崖線樹林地の保

全

国分寺崖線における

市民緑地の保全管理

及び新たな相談への

対応

国分寺崖線における

市民緑地の保全管理

及び新たな相談への

対応

国分寺崖線における

市民緑地の保全管理

及び新たな相談への

対応

国分寺崖線における

市民緑地の保全管理

及び新たな相談への

対応

既存の崖線樹林地における区民参

加・協働による保全活動の推進

成城みつ池緑地や成城

三丁目緑地等における

区民参加・協働型保全

活動に対する支援とコー

ディネート

成城みつ池緑地や成城

三丁目緑地等における

区民参加・協働型保全

活動に対する支援とコー

ディネート

成城みつ池緑地や成城

三丁目緑地等における

区民参加・協働型保全

活動に対する支援とコー

ディネート

成城みつ池緑地や成城

三丁目緑地等における

区民参加・協働型保全

活動に対する支援とコー

ディネート
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項目 グリーンインフラ関連事業強化

取組み

内容

　区や専門家、活動団体等と連携しながら自然が持つ多様な機能を活用し、持続的で魅力あるまちづくり

を進めるグリーンインフラの普及と実践者の育成を行います。

　個人宅の庭などで取り組める雨庭づくりについて、作り方や具体的事例、また財団や区の各種助成事業の

紹介などについて一般区民向けに分かりやすくまとめたパンフレット（普及啓発プログラム）の作成および、今

後、地域へ普及させていくための雨庭づくりの支援の仕組みについて、検討と試行を行います。また、これらを

通して、区民、事業者、団体、区等との連携を進めながら普及啓発のための人材育成にも取り組みます。

年次別計画 R6 R7 R8 R9

項目 みどりを守り育てるボランティアの育成と参加・協働の促進

雨庭づくりの人材育成

（グリーンインフラ学校含む）

グリーンインフラ学校お

よび雨庭づくり相談な

どの取り組みを通した

雨庭づくりの地域リー

ダーの育成にむけたフォ

ローアップ

グリーンインフラ学校お

よび雨庭づくり相談な

どの取り組みを通した

雨庭づくりの地域リー

ダーの育成

グリーンインフラ学校お

よび雨庭づくり相談な

どの取り組みを通した

雨庭づくりの地域リー

ダーの育成・活用

グリーンインフラ学校お

よび雨庭づくり相談な

どの取り組みを通した

雨庭づくりの地域リー

ダーの育成・活用

雨庭づくりの支援
「雨庭づくり相談」の試

行

区民の個人宅等での

実践の後押しを継続

試行（ケーススタディに

ついて雨庭づくり支援

の試行と取り組みの情

報発信等）

ケーススタディの試行

支援の継続と、支援の

試行内容を踏まえ、支

援のあり方を整理し、

今後の展開の検討

雨庭づくり支援事業の

実施

取組み

内容

　これまで財団で培ってきた区民との協働による多様な取り組み、様々な活動団体・専門家等との蓄積され

たネットワークを活かし、新たなボランティアの参加促進とボランティアの育成を図り、公園・緑地等の維持保

全活動の継続実施に努めるとともに、企業・団体等多様な主体との協働を進めます。

　公園や緑地・市民緑地などで、みどりを守り育てる人を増やすため、各緑地で参加・協働の機会を継続的

に維持・創出するとともに、財団の取組みの啓発強化を行います。

年次別計画 R6 R7 R8 R9

みどりを守り育てる活動への参加と協

働を促す情報発信

SNS・動画等活用に

よる、ボランティア活動

の情報発信

動画配信の試行

SNS・動画等活用に

よる、ボランティア活動

の情報発信・効果の

検証

SNS・動画等活用に

よる、ボランティア活動

の情報発信手法の見

直し

SNS・動画等活用に

よる、ボランティア活動

の情報発信

見直しを踏まえた新た

な手法の試行

みどりを守り育てる活動への参加促進

とボランティア育成

ボランティア参加促進・

育成に向けた活動体

験会の実施

ボランティア参加促進・

育成に向けた活動体

験会の実施

ボランティア参加促進・

育成に向けた活動体

験会の実施

ボランティア参加促進・

育成に向けた活動体

験会の実施

企業・団体への参加協働の働きかけ

活動現場の受け入れ

可能性及び発信先の

調査・整理

各種情報誌の郵送や

個別訪問、SNSの活

用による企業・団体へ

の情報発信

各種情報誌の郵送や

個別訪問、SNSの活

用による企業・団体へ

の情報発信

各種情報誌の郵送や

個別訪問、SNSの活

用による企業・団体へ

の情報発信

プランプラン
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項目 まちづくりファンド事業の再構築

取組み

内容

　令和6年度で終了する公益信託世田谷まちづくりファンドの考え方を継承し、世田谷トラストまちづくりに蓄

積されたノウハウやネットワーク等を活用して財団独自の事業として、新たに区民のまちづくり活動の自立及び

継続を促す新たな支援のしくみを構築します。

　区民の自由な発意に柔軟に寄り添うために、財団の自主財源を活用したまちづくり団体への新たな助成

事業を実施するとともに、団体相互の交流、情報発信等団体サポート支援を行います。

年次別計画 R6 R7 R8 R9

項目 世田谷区居住支援協議会の事務局運営

団体サポート支援

・新たな助成事業への

移行に向けた検討、

実施

・応募相談

・交流会開催（年2

回）

・財団SNS、メルマガ

等による情報発信支

援

・新たな助成事業のス

タートに合わせた支援

の検討、実施

・応募相談

・交流会開催（年2

回）

・財団SNS、メルマガ

等による情報発信支

援

・活動相談に伴うニー

ズに合わせた支援の検

討、実施

・応募相談

・交流会開催（年2

回）

・財団SNS、メルマガ

等による情報発信支

援

・活動相談に伴うニー

ズに合わせた支援の検

討、実施

・応募相談

・交流会開催（年2

回）

・財団SNS、メルマガ

等による情報発信支

援

新たな助成事業の実施
・助成事業の構築

・助成事業の広報

・助成事業の実施

・助成事業の広報

・助成事業の実施

・助成事業の広報

・助成事業の実施

・助成事業の広報

取組み

内容

居住支援協議会の事務局運営をすることで、住宅確保要配慮者（高齢者、障害者等、住宅の確保に特

に配慮を要する者）の民間賃貸住宅への円滑な入居の促進に向けた取組みを進めます。

年次別計画 R6 R7 R8 R9

項目 区職員派遣の適正化

事業運営業務の実施 一部実施 実施 実施 検証、実施

取組み

内容

今後の財団運営を担う職員を育てるため、人材育成計画を策定します。この計画を基に各種研修の実施やOJTにより

財団職員としての職務遂行能力、専門知識を習得します。また「係長」や「主任」など職層毎の役割を認識し、職員一

人ひとりがキャリアビジョンを形成できるようにします。

年次別計画 R6 R7 R8 R9

財団固有職員の育成

・人材育成計画の検

討

・効果的な研修の検

討・試行

・人材育成計画の策

定

・研修の実施

研修の計画的実施
研修の計画的実施と

検証

プラン

プラン

プラン

プラン
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（５） 公益財団法人 世田谷区スポーツ振興財団  所管部：スポーツ推進部 

◆役割・今後の取組みの方向性

賛助会員等と連携した事業の充実

・区民体育大会・ス

ポーツ教室等の充実

・賛助会員との連携に

よる指導者ネットワーク

拡充に向けた検討

・区民体育大会・ス

ポーツ教室等の充実

・賛助会員との連携に

よる指導者ネットワーク

の拡充・運用

・区民体育大会・ス

ポーツ教室等の充実

・賛助会員との連携に

よる指導者ネットワーク

の拡充・運用

取組み

内容

財団は体育協会やレクリエーション連盟としての機能を有することから、賛助会員との連携を強化し、区民体

育大会・スポーツ教室等を円滑に運営し各種目の愛好者を増やします。

賛助会員・大学・アスリート・企業等、財団のネットワークを活用し、各世代を対象とする事業の地域展開を

図ります。

　スポーツ振興財団は、区民が健康で豊かな生活を送ることができる「生涯スポーツ社会」の実現を目指し、世田谷区のス

ポーツ・レクリエーション施策を区と一体となって推進していきます。 財団は、世田谷区の体育協会及びレクリエーション連盟

としての機能を有しており、賛助会員やスポーツ推進委員、トップアスリート、総合型地域スポーツ・文化クラブ、ボランティ

ア、協賛企業等とも積極的に連携を図りながら、社会体育施設の管理・運営、各種大会運営等における賛助会員間の

調整や支援並びに中学校部活動地域移行にあたっての各種事業実施など、地域とのつながりを活かして、財団でしかでき

ない役割を果たしていきます。

　また、区民のライフステージや嗜好に応じたスポーツ・レクリエーション活動を推進するために、地域（まちづくりセンター、あ

んしんすこやかセンター、学校、町会・自治会、商店街、福祉・医療機関等）と連携し、地区会館等の公共施設を中心

に、身近な地域で誰もが参加できる事業を展開して、スポーツを通じて地域の活性化に寄与していきます。そして、近年に

おける子どもの体力低下の問題や家庭環境の違いにより生じるスポーツを行う機会の差などに配慮した施策展開について、

教育委員会・学校や地域等と連携して取り組むとともに、スポーツを行うことを居場所の一つと捉えた多様な施策展開を図

ります。

　さらに、財団は、区民の自主的な活動と自主事業のバランスを確保しながら、適正な受益者負担の視点を持って付加価

値の高い事業を展開して自主財源の確保に努めており、収益性の高い自主事業の収支差額を活用して、収益性の低い

パラスポーツや高齢者事業に充当するなど、継続的かつバランスの取れた事業実施に取り組んでいきます。

◆前期４年間の進め方・考え方

〇世田谷区の体育協会及びレクリエーション連盟としての役割を充実・強化します。

〇中学校部活動地域移行における多面的な事業展開を充実していきます。

〇スポーツ・レクリエーションを取り巻く時代の流れに柔軟に適応して、事業実施における「場」の確保に努めつつ、地域と連

携し、幅広い区民に向けた新たな事業展開を図っていきます。

〇新たな体育施設においては、体育協会としての財団の役割を運営に活かしていきます。

〇区のスポーツ施策の「実働部隊」である財団へ、ボッチャなどのパラスポーツをはじめとして、区からの積極的な事業移管を

進めていきます。

項目
世田谷区の体育協会・レクリエーション連盟としての役割と財団のネットワークを活かした

地域展開

年次別計画 R6 R7 R8 R9

・区民体育大会・ス

ポーツ教室等の充実

・賛助会員との連携に

よる指導者ネットワーク

の拡充・運用

各世代を対象とする事業の地域展開

参加者ニーズ等を踏ま

えた子ども対象事業

（アカデミー・カレッジ

等）、成人対象事業

（フィットネス、水泳

等）、高齢者対象事

業（健康講座・ラジオ

体操等）の地域展開

の検討・拡充

参加者ニーズ等を踏ま

えた子ども対象事業

（アカデミー・カレッジ

等）、成人対象事業

（フィットネス、水泳

等）、高齢者対象事

業（健康講座・ラジオ

体操等）の地域展開

の拡充

参加者ニーズ等を踏ま

えた子ども対象事業

（アカデミー・カレッジ

等）、成人対象事業

（フィットネス、水泳

等）、高齢者対象事

業（健康講座・ラジオ

体操等）の地域展開

の拡充

参加者ニーズ等を踏ま

えた子ども対象事業

（アカデミー・カレッジ

等）、成人対象事業

（フィットネス、水泳

等）、高齢者対象事

業（健康講座・ラジオ

体操等）の地域展開

の拡充
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項目 公共施設を中心とした、誰もが参加できる事業の展開

取組み

内容

指導者や関連団体などの財団の資源を活かし、まちづくりセンター、あんしんすこやかセンター、学校、町会・

自治会、商店街、福祉・医療機関等との連携により、地域のイベントに協力するとともに各世代を対象とす

る事業を地域展開していきます。

年次別計画 R6 R7 R8 R9

項目 賛助会員や総合型地域スポーツ・文化クラブ等と連携した部活動等支援

各世代を対象とする事業の地域展開

（再掲）

参加者ニーズ等を踏ま

えた子ども対象事業

（アカデミー・カレッジ

等）、成人対象事業

（フィットネス、水泳

等）、高齢者対象事

業（健康講座・ラジオ

体操等）の地域展開

の検討・拡充

参加者ニーズ等を踏ま

えた子ども対象事業

（アカデミー・カレッジ

等）、成人対象事業

（フィットネス、水泳

等）、高齢者対象事

業（健康講座・ラジオ

体操等）の地域展開

の拡充

参加者ニーズ等を踏ま

えた子ども対象事業

（アカデミー・カレッジ

等）、成人対象事業

（フィットネス、水泳

等）、高齢者対象事

業（健康講座・ラジオ

体操等）の地域展開

の拡充

参加者ニーズ等を踏ま

えた子ども対象事業

（アカデミー・カレッジ

等）、成人対象事業

（フィットネス、水泳

等）、高齢者対象事

業（健康講座・ラジオ

体操等）の地域展開

の拡充

地域団体等との連携・協働

地域イベントへの事業

協力（ニーズに応じた

プログラムの実施）

等、地域団体との連

携・協働の検討・拡充

地域イベントへの事業

協力（ニーズに応じた

プログラムの実施）

等、地域団体との連

携・協働の拡充

地域イベントへの事業

協力（ニーズに応じた

プログラムの実施）

等、地域団体との連

携・協働の拡充

地域イベントへの事業

協力（ニーズに応じた

プログラムの実施）

等、地域団体との連

携・協働の拡充

取組み

内容

区教育委員会をはじめ、賛助会員、総合型地域スポーツ・文化クラブ、大学、アスリート等と連携し、指導

者発掘・育成等を含む、中学校部活動地域移行支援・その他の事業の円滑な実施を図ります。

年次別計画 R6 R7 R8 R9

「支える」人材の発掘から育成と活用

指導者発掘・育成

等、世田谷区スポー

ツ・レクリエーション指導

者制度（スポ・レクネッ

ト）の再構築に向けた

調査・検討

指導者発掘・育成

等、世田谷区スポー

ツ・レクリエーション指導

者制度（スポ・レクネッ

ト）の再構築に向けた

検討

世田谷区スポーツ・レ

クリエーション指導者制

度（スポ・レクネット）

新制度の運用

世田谷区スポーツ・レ

クリエーション指導者制

度（スポ・レクネット）

新制度の運用

中学校部活動の地域連携・地域移

行の推進

「世田谷区立中学校部

活動地域移行に係る検

討委員会」における検討

結果を踏まえた、中学校

部活動支援事業実施の

検証・拡充

中学校部活動支援事業

実施の検証・拡充

中学校部活動支援事業

実施の検証・拡充

中学校部活動支援事業

実施の検証・拡充

プランプラン
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項目
パラスポーツをはじめ、障害の有無や年齢、性別、LGBTQなどの性的指向及びジェンダーアイデン

ティティ、国籍等に関わらず、誰もがスポーツを楽しめる事業の推進

取組み

内容

東京２０２０大会のレガシーである共生社会ホストタウンとして障害の種類や程度に応じた事業の拡充や

ボッチャを始めとしたパラスポーツ事業を展開するとともに、パラスポーツを支える人材の育成を図り、パラスポー

ツを推進するとともに、障害の有無などに関係なく誰もがスポーツが楽しめる事業を展開します。

年次別計画 R6 R7 R8 R9

項目 健康づくりを観点とした高齢者の地域参加促進事業の推進

パラスポーツ事業の拡大

・ボッチャ世田谷カップ

を区から移管して主催

実施

・ユニバーサルスポーツ

体験事業の拡充実施

（再掲）

・講師派遣事業（ゆ

にすぽデリバリー）の拡

充実施

・ボッチャ世田谷カップ

の実施

・ユニバーサルスポーツ

体験事業の実施

（再掲）

・講師派遣事業（ゆ

にすぽデリバリー）の実

施

・ボッチャ世田谷カップ

の実施

・ユニバーサルスポーツ

体験事業の実施

（再掲）

・講師派遣事業（ゆ

にすぽデリバリー）の実

施

・ボッチャ世田谷カップ

の実施

・ユニバーサルスポーツ

体験事業の実施

（再掲）

・講師派遣事業（ゆ

にすぽデリバリー）の実

施

パラスポーツへの相互理解の促進及び

人材の育成

・事業拡充に向けた検

証・検討と事業の実施

・みるスポーツ機会充実に

向けた検討・調整

・ユニバーサルスポーツ体

験事業の拡充実施

・支える人材（ゆにすぽ

サポーター）登録者増に

向けた検討・普及啓発

事業の実施

・検証・検討に基づく事

業の充実・実施

・みるスポーツ機会充実に

向けた事業の実施

・ユニバーサルスポーツ体

験事業の実施

・支える人材（ゆにすぽ

サポーター）登録者増、

普及啓発事業の実施

・検証・検討に基づく事

業の充実・実施

・みるスポーツ機会充実に

向けた事業の実施

・ユニバーサルスポーツ体

験事業の実施

・支える人材（ゆにすぽ

サポーター）登録者増、

普及啓発事業の実施

・検証・検討に基づく事

業の充実・実施

・みるスポーツ機会充実に

向けた事業の実施

・ユニバーサルスポーツ体

験事業の実施

・支える人材（ゆにすぽ

サポーター）登録者増、

普及啓発事業の実施

取組み

内容

高齢者の健康寿命の延伸や孤立・孤独の防止を図るため、区高齢者施策担当所管等と連携し、高齢者

が身近な地域で参加できる事業を推進します。

年次別計画 R6 R7 R8 R9

高齢者の地域参加促進事業の推進

・あんしんすこやかセンター

等関連各所との連携強

化による事業拡充

・「元気なシルバーいきい

きトレーニング」等高齢者

事業の実施地域拡充

・ラジオ体操・健康体操

やウォーキング事業等、気

軽に参加できる事業の拡

充

・あんしんすこやかセンター

等関連各所との連携によ

る事業の継続実施

・「元気なシルバーいきい

きトレーニング」等高齢者

事業の５地域展開

・ラジオ体操・健康体操

やウォーキング事業等、気

軽に参加できる事業の拡

充実施

・あんしんすこやかセンター

等関連各所との連携によ

る事業の継続実施

・「元気なシルバーいきい

きトレーニング」等高齢者

事業の５地域展開（継

続）

・ラジオ体操・健康体操

やウォーキング事業等、気

軽に参加できる事業の拡

充実施

・あんしんすこやかセンター

等関連各所との連携によ

る事業の継続実施

・「元気なシルバーいきい

きトレーニング」等高齢者

事業の５地域展開（継

続）

・ラジオ体操・健康体操

やウォーキング事業等、気

軽に参加できる事業の拡

充実施
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項目 スポーツ施設の災害対策に資する機能の強化

取組み

内容

区と連携し、財団が管理するスポーツ施設において、施設利用者や避難者、帰宅困難者等に対応するなど

災害対策に取り組むことにより、地域防災力を向上させます。また、災害時等における協力体制の強化を図

ります。

年次別計画 R6 R7 R8 R9

災害時等における協力体制の強化

協定等に基づく支援の検

討・実施（避難所等とし

ての施設利用における初

期対応、財団職員等の

役割の明確化）

協定等に基づく支援の実

施

協定等に基づく支援の実

施

協定等に基づく支援の実

施

プランプラン
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（６） 社会福祉法人 世田谷区社会福祉事業団  所管部：高齢福祉部 

◆役割・今後の取組みの方向性

科学的介護の理論構築と実践

・科学的介護の試行

・事例の蓄積（特

養）

・事例の分析、評価、

改善

・科学的介護の試行

・事例の蓄積（特

養）

・事例の分析、評価、

改善

科学的介護の実践 科学的介護の実践

ジョブトレーニングの実施

・自立支援加算取得

実践チームの設置

・科学的介護の実践

に向けたマニュアル作

成

・研修の実施

・科学的介護の実践

に向けたマニュアル評

価、見直し

・研修の実施

・科学的介護の実践

に向けたマニュアル評

価、見直し

・研修の実施

・科学的介護の実践

に向けたマニュアル評

価・見直し

・研修の実施

年次別計画 R6 R7 R8 R9

取組み

内容

これまでの介護サービス提供において培ってきた「口腔ケア」、「認知症対応」、「姿勢保持」、「看取り」の４

本柱等のノウハウを生かしつつ、これからの時代要請に合うよう、新たな科学的知見を取り入れた「世田谷区

社会福祉事業団版　科学的介護・自立支援介護」の根拠となる介護理論や実施手法を構築し、サービス

の品質向上と要介護者の自立支援に寄与していきます。またこれらの事例を福祉区民学会等で発表する

など、フロントランナーとして他事業所の見本となります。

・特養を中心に「自立支援促進加算」の取得を可能とする体制を目指します。

・科学的介護の理論を構築しマニュアルを作成します。また、個々の支援計画策定・アセスメント・モニタリン

グに定量的記録を加えるなど、根拠に基づく介護を実践し、適宜見直しを行います。

・新たな科学的アプローチの手法を在宅介護サービスにも展開していきます。

　高齢化の進展、生産年齢人口の減少が見込まれる中、医療・介護・福祉が連携し、高齢者が地域で安心して暮らし

続けるためのサービスの質や量を確保していく必要があり、社会福祉事業団にはその一翼を担うことが求められます。社会

福祉事業団の役割や今後の目指すべき方向性は以下のとおりとします。

・科学的介護の実践による独自の介護理論を構築し、サービスの品質向上と要介護者の自立支援に寄与していきます。

またこれらの事例を福祉区民学会等で発表するなど、フロントランナーとして他事業所の見本となります。

・これまで培ってきた社会福祉事業団としての信頼性やノウハウ、地域での基盤を生かし、医療ニーズへの対応や身寄りの

ない高齢者への対応など、地域医療機関や社会福祉協議会とも連携しながら、地域課題解決に向け区のパートナーとし

ての役割を担います。

・①福祉の理解・福祉職の魅力向上・発信事業、②多様な人材確保（就労意欲のある高齢者や外国人人材の活用に

向けた取組みなど）、③サービスの質の向上・専門性向上、④働きやすい職場環境の構築（介護ロボット・DX の推進、

ハラスメント対策及び先進的取組みの調査、好事例の共有）の４つの柱を軸とした、福祉人材の確保及び育成・定着支

援を実施し、今後増えていく介護需要に対応する基盤を整えていきます。

◆前期４年間の進め方・考え方

〇科学的介護の実践による社会福祉事業団独自の介護理論を構築します。

〇地域医療機関や社会福祉協議会との連携による困難ケース等受け入れの強化を進めます。

〇４つの柱を軸とした介護人材対策を実施します。

項目 科学的介護の理論構築と理論に基づく質の高いサービス提供に向けたジョブトレーニングの実施
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身寄りのない高齢者支援

・地域課題・個別ニー

ズの把握

・先進事例の研究

社会福祉協議会等と

の連携による課題共

有、分析

身寄りのない高齢者

支援の実施

身寄りのない高齢者

支援の実施

家族ケアラー支援
地域課題・個別ニーズ

の把握、課題分析

世田谷区や関係機関

との連携によるネット

ワーク構築

家族ケアラー支援の実

施

家族ケアラー支援の実

施

医療ニーズへの対応

・地域課題・個別ニーズ

の把握

・地域医療機関との連携

検討

地域医療機関との連携

による医療ニーズ対応

（試行）

地域医療機関との連携

による医療ニーズ検証

地域医療機関との連携

による医療ニーズ対応開

始

取組み

内容

これまで培ってきた社会福祉事業団としての信頼性やノウハウ、地域での基盤を生かし、医療ニーズへの対

応や身寄りのない高齢者への対応など、地域医療機関や社会福祉協議会とも連携しながら、地域課題解

決に向け区のパートナーとしての役割を担います。

・既存調査の分析や社会福祉協議会をはじめとする関係機関と協力し地域課題や利用者ニーズを把握し

ます。

・他自治体等先進事例も参考にしながら、解決策の検討を行います。

・相談窓口の設置や啓発活動、ネットワークの構築等に取り組みます。

年次別計画 R6 R7 R8 R9

項目
医療ニーズへの対応、身寄りのない高齢者支援など困難ケースへの対応、家族ケアラーへの支援

への取り組み
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働きやすい職場環境の構築

・介護人材対策推進

協議会の運営、現介

護人材対策の効果検

証

・外国人介護人材交

流会の実施

・先進的取組みの調

査、研究、発信

・介護サービスネット

ワーク運営支援

・介護人材対策推進

協議会の運営、新規

事業の取組み検討

・外国人介護人材交

流会の実施

・先進的取組みの調

査、研究、発信

・介護サービスネット

ワーク運営支援

・介護人材対策推進

協議会の運営、新規

事業の取組み検討

・外国人介護人材交

流会の実施

・先進的取組みの調

査、研究、発信

・介護サービスネット

ワーク運営支援

・介護人材対策推進

協議会の運営、新規

事業の取組み実施

・外国人介護人材交

流会の実施

・先進的取組みの調

査、研究、発信

・介護サービスネット

ワーク運営支援

効果的な研修の実施

・専門性向上に向けた

研修の実施

・モニタリングの実施

・専門性向上に向けた

研修の実施

・モニタリングの実施と

結果を踏まえた見直し

・専門性向上に向けた

研修の実施

・モニタリングの実施と

結果を踏まえた見直し

・専門性向上に向けた

研修の実施

・モニタリングの実施と

結果を踏まえた見直し

人材発掘、就労支援

・しごと相談・面接会、

施設見学会の実施

・福祉のしごと入門講

座の開催

・多様な働き方の検討

・しごと相談・面接会、

施設見学会の実施

・福祉のしごと入門講

座の開催

・多様な働き方の実施

・しごと相談・面接会、

施設見学会の実施

・福祉のしごと入門講

座の開催

・多様な働き方の実

施、見直し検討

・しごと相談・面接会、

施設見学会の実施

・福祉のしごと入門講

座の開催

・多様な働き方の実施

福祉の理解、福祉のしごとの魅力発信

・福祉体験、入門講座、

シンポジウムなど普及啓

発イベントの実施

・広報誌の発行とSNS等

を活用した広報のあり方

検討

・福祉体験、入門講座、

シンポジウムなど普及啓

発イベントの実施

・広報誌の発行とSNS等

を活用した広報活動の実

施

・福祉体験、入門講座、

シンポジウムなど普及啓

発イベントの実施

・広報誌の発行とSNS等

を活用した広報活動の実

施

・福祉体験、入門講座、

シンポジウムなど普及啓

発イベントの実施

・広報誌の発行とSNS等

を活用した広報活動の実

施

取組み

内容

４つの柱を軸とした、福祉人材の確保及び育成・定着支援を実施し、今後増えていく介護需要に対応する

基盤を整えていきます。

①福祉の理解・福祉職の魅力向上・発信事業では、未来の担い手となる小中高大学生に対し、福祉のし

ごとの魅力を発信します。②多様な人材確保（就労意欲のある高齢者や外国人人材の活用に向けた取

組みなど）では、区内関係団体やハローワーク等と連携した相談面接会や施設見学会等を実施します。③

サービスの質の向上・専門性向上では、介護職員の資質向上や専門性の向上に向けた効果的な研修を

実施します。④働きやすい職場環境の構築（介護ロボット・DXの推進、ハラスメント対策及び先進的取組

みの調査、好事例の共有)では、介護人材対策推進協議会等を活用するとともに、介護現場の実態を把

握し、働きやすい職場環境の構築に向けた検討を進めます。

年次別計画 R6 R7 R8 R9

項目
地域共生社会・福祉文化醸成・福祉への理解と魅力発信のもと、福祉人材の確保、育成、定

着支援の推進
プランプランプラン
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（７） 社会福祉法人 世田谷区社会福祉協議会  所管部：保健福祉政策部 

◆役割・今後の取組みの方向性

　 世田谷区社会福祉協議会は、専門性を生かした相談支援、住民の支えあいによるサービス提供、住民や地域活動団

体とのネットワークを生かした地域づくり、社会参加への支援を一体的に行い、分野を超えて多様な機関と連携しながら福

祉のまちづくりを推進する役割を引き続き担っていきます。

   社会状況の変化に伴い発生する新たな福祉課題を早期に発見し、既存の制度にとらわれない取組みを行っていきま

す。

   重層的支援体制整備事業の主たる三要素は、地域資源開発事業の取組み要素として既に組み込まれており、地域

住民とのパイプ役、四者連携を軸とした相談支援、アウトリーチ等を通じた困難ケースの早期発見と、つなぎ機能を発揮し

た専門機関等との協働による課題の解決、地域の居場所づくり等を通じた課題を抱える本人の参加支援、及び当該過

程における住民を巻き込んだ地域づくりにより一層取り組みます。

◆前期４年間の進め方・考え方

〇①住民のニーズを把握し、そのニーズに立脚した活動を進め、②一人のニーズから地域全体の課題を考え、住民と一緒

に問題解決に取り組み、③幅広い公私の福祉関係者、多分野と連携・協働するための手法について、福祉の専門職とし

て経験や知見を活かし、課題を発見し必要なサービスの開発も含め、解決に向け既存の制度にとらわれない取組みを進め

ていきます。

〇重層的支援体制整備事業における重要な相談支援機関である生活困窮者自立相談支援センターと成年後見セン

ターについては、専門機関として自らの支援の質の維持向上を図ります。

〇地域包括ケアの地区展開における福祉の相談窓口や四者連携の取組との関与を深めていくことで、区民を重層的に支

援する体制の一翼を担います。
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取組み

内容

地域資源開発事業（区受託）での実績を踏まえ、四者連携を基軸に住民、関係機関・団体等との協働

による相談支援や新たなサービスの開発、福祉的課題の早期発見と継続支援、地区サポーター制度や居

場所づくり等を通じた住民の福祉活動への参加支援、さらに、以上の過程を通じた地域づくりの取り組み等

を進め、地域共生社会の実現に向け支援の質を高めていきます。

福祉的課題の解決に向けては、多様なアウトリーチ手法を駆使した当該課題の早期発見と住民や多機関

との協働による継続支援に取り組みます。また、地域を形成する住民の活動参画を促進し、福祉的課題の

困難化や再発生の抑制に向けた共に生きる地域づくりの取り組みを推進します。

項目
重層的支援体制整備事業の推進（アウトリーチ等による課題の早期発見・継続支援、活動へ

の参加や地域づくりの支援、生活支援サービスの開発)

関係機関との協働によるアウトリーチ等

を通じた課題の早期発見と継続支援

訪問・電話・SNS等

多様な方法を用いたア

ウトリーチの実施

訪問・電話・SNS等

多様な方法を用いたア

ウトリーチの実施・拡充

訪問・電話・SNS等

多様な方法を用いたア

ウトリーチの実施・拡充

訪問・電話・SNS等

多様な方法を用いたア

ウトリーチの実施・拡充

年次別計画 R6 R7 R8 R9

支援の過程を通じた住民との協働によ

る地域づくり支援

・福祉的課題の共有と

住民との協働による活

動機会の創出とマッチ

ングの実施

・地区社会福祉協議

会や地域支えあい活

動団体等による課題

発見機能の拡充支援

・福祉的課題の共有と

住民との協働による活

動機会の創出とマッチ

ングの実施・拡充

・地区社会福祉協議

会や地域支えあい活

動団体等による課題

発見機能の拡充支援

・福祉的課題の共有と

住民との協働による活

動機会の創出とマッチ

ングの実施・拡充

・地区社会福祉協議

会や地域支えあい活

動団体等による課題

発見機能の拡充支援

・福祉的課題の共有と

住民との協働による活

動機会の創出とマッチ

ングの実施・拡充

・地区社会福祉協議

会や地域支えあい活

動団体等による課題

発見機能の拡充支援

孤立・孤独の防止と地域活動への参

加支援

・コミュニティカフェや多

世代食堂など気軽な

居場所や活動メニュー

の開発による顔馴染

みの関係づくりの強化

・オンラインサロンなど

ICTの活用による多様

な参加方法の検討

・コミュニティカフェや多

世代食堂など気軽な

居場所や活動メニュー

の開発による顔馴染

みの関係づくりの強化

・オンラインサロンなど

ICTの活用による多様

な参加の実施

・コミュニティカフェや多

世代食堂など気軽な

居場所や活動メニュー

の開発による顔馴染

みの関係づくりの強化

・オンラインサロンなど

ICTの活用による多様

な参加の促進

・コミュニティカフェや多

世代食堂など気軽な

居場所や活動メニュー

の開発による顔馴染

みの関係づくりの強化

・オンラインサロンなど

ICTの活用による多様

な参加の促進

プランプラン
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項目 生活困窮者自立支援の推進

取組み

内容

生活困窮者の多様な生活課題に対し、多機関連携・協働による早期対応により課題の困難化を未然に

防ぐとともに、本人が望む安定した生活を維持するために支援を行います。

重層的支援体制整備事業の多機関協働事業者の一機関として、重層的支援協議会代表者会議、ひき

こもり・就労支援部会、８０５０支援部会により関係機関との連携・協働を強化します。さらに、社会福祉

法に基づく支援会議では、多機関が協働して制度の狭間への対応を含め、具体的な支援を検討して行い

ます。

年次別計画 R6 R7 R8 R9

生活困窮やひきこもりへの社会的理解

の促進と、ぷらっとホーム世田谷やひき

こもり相談窓口リンクの周知

SNS等、多様な手法

を活用した広報や事

業説明、講演会等の

実施

SNS等、多様な手法

を活用した広報や事

業説明、講演会等の

実施・拡充

SNS等、多様な手法

を活用した広報や事

業説明、講演会等の

実施・拡充

SNS等、多様な手法

を活用した広報や事

業説明、講演会等の

実施・拡充

生活困窮やひきこもり等、多様な生活

課題に対し、多機関連携による早期

発見とその人らしい暮らしに向けた支援

の実施

重層的支援体制整備事

業（多機関協働事業）

の実施

重層的支援体制整備事

業（多機関協働事業）

の実施・拡充

重層的支援体制整備事

業（多機関協働事業）

の実施・拡充

重層的支援体制整備事

業（多機関協働事業）

の実施・拡充

項目 成年後見制度の利用促進

食の支援を通じた地域で連携した相

談支援の実施

・社会福祉法人に対

する相談支援型フード

パントリー等の開催支

援の実施

・福祉の相談窓口や

地域資源と連携した

支援の実施

・社会福祉法人に対

する相談支援型フード

パントリー等の開催支

援の実施及び利用者

の拡大

・福祉の相談窓口や

地域資源と連携した

支援の実施・拡充

・社会福祉法人に対

する相談支援型フード

パントリー等の開催支

援の実施及び利用者

の拡大

・福祉の相談窓口や

地域資源と連携した

支援の実施・拡充

・社会福祉法人に対

する相談支援型フード

パントリー等の開催支

援の実施及び利用者

の拡大

・福祉の相談窓口や

地域資源と連携した

支援の実施・拡充

・あんしんすこやかセンター

や地域障害者相談支援

センター「ぽーと」などとの

連携や支援強化

・申立て手続き支援の拡

充

・あんしんすこやかセンター

や地域障害者相談支援

センター「ぽーと」などとの

連携や支援強化

・申立て手続き支援の拡

充

取組み

内容

権利擁護支援、成年後見制度利用促進に向けて、地域連携ネットワークを段階的・計画的に強化してい

くため、区は世田谷区社会福祉協議会成年後見センターを中核機関としています。制度利用が必要な人

が相談支援窓口に確実につながるよう、相談支援体制の強化をはじめ、世田谷区社会福祉協議会成年

後見センターの法人後見業務の拡充や、その他の社会福祉法人等による後見業務の担い手確保・育成を

進めるとともに、既存の世田谷区成年後見制度地域連携ネットワーク会議の拡充と実効性を上げます。

年次別計画 R6 R7 R8 R9

成年後見制度利用につなげる相談支

援体制の強化

・あんしんすこやかセンター

や地域障害者相談支援

センター「ぽーと」などとの

連携強化

・申立て手続き支援の実

施

・あんしんすこやかセンター

や地域障害者相談支援

センター「ぽーと」などとの

連携や支援強化

・申立て手続き支援の拡

充

成年後見制度に関わる地域連携ネッ

トワークの拡充

・世田谷区成年後見

制度地域連携ネット

ワーク会議の機能や対

応力の強化

・幅広い年齢層に向け

た普及啓発活動の実

施

・世田谷区成年後見

制度地域連携ネット

ワーク会議の機能や対

応力の強化

・幅広い年齢層に向け

た普及啓発活動の実

施・拡充

・世田谷区成年後見

制度地域連携ネット

ワーク会議の機能や対

応力の強化

・幅広い年齢層に向け

た普及啓発活動の実

施・拡充

・世田谷区成年後見

制度地域連携ネット

ワーク会議の機能や対

応力の強化

・幅広い年齢層に向け

た普及啓発活動の実

施・拡充

世田谷区社会福祉協議会を中心に

法人として後見業務を担うことのできる

機関を増やす

法人後見が相応しいケー

スの増加に対応できる社

会福祉法人等の法人後

見実施団体の支援・育

成

法人後見が相応しいケー

スの増加に対応できる社

会福祉法人等の法人後

見実施団体の支援の拡

充・育成

法人後見が相応しいケー

スの増加に対応できる社

会福祉法人等の法人後

見実施団体の支援の拡

充・育成

法人後見が相応しいケー

スの増加に対応できる社

会福祉法人等の法人後

見実施団体の支援の拡

充・育成
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（８） 公益社団法人 世田谷区シルバー人材センター  所管部：経済産業部 

◆役割・今後の取組みの方向性

　　シルバー人材センターは、６０歳以上の区民が就業を通じて生きがいの充実を図るとともに、就業や社会奉仕活動を

通じた地域社会への貢献という役割を果たしてきました。この間、高齢化とそれに伴う人口構成の変化により、企業の定年

引き上げ等も増えるなかで、シルバー会員は高年齢化の傾向が表れています。

   区はシニア就労支援事業として、他にも「R60ーSETAGAYA」「おしごとカフェ」「世田谷サービス公社（高齢者雇用）」

の３つの事業を総合的に展開していますが、シルバー人材センターは、これらの事業を担う他団体とも連携して、今後も生

きがい就労のニーズに合わせた役割を継続して果たすとともに、ブランド力向上によるイメージアップにも取り組み、高齢世代

がいきいきと活躍する地域社会の実現を図ります。

また、特に人材が不足している分野における、業務の切り出しや短時間労働が可能な業務を開拓する等、業務の幅を広

げながら会員が働きやすい環境を整備するとともに、地域の高齢者を支え合う相互扶助的組織として、サロン活動などをは

じめとする就労以外の役割も一層強化して地域での存在価値を高めていきます。

◆前期４年間の進め方・考え方

〇多くの高齢者が取り組める事業を中心に、引き続き安定的な就業機会を提供します。

〇働きやすい環境整備を進める等、地域の高齢者が安心して就労できる場づくりを進めていきます。

〇また、就労以外の事業の充実、団体のイメージアップ等を行い、さらなる会員の増加をめざします。

〇より多くの区民の社会参加による交流の場づくりを進め、地域に信頼されるシルバー人材センターを目指します。

項目 シルバー人材センターの安定した経営への移行

取組み

内容

高齢者ニーズ調査からの推計ではシルバー人材センターで働きたい区民が約3,200人となっているが、令和

4年度末のセンター会員数は約2,800人と推計値には届いていない状況です。センターの経営を安定化す

るとともに、高齢者の活動の場を確保するため、センターのイメージアップによる会員増、受注増を図る必要が

あります。まず、センターとしてブランド力強化の基本方針を策定し、愛称やキャラクターの活用など具体的な

取り組みへつなげていきます。また、広報媒体などの拡充により、これまでリーチできていなかった潜在顧客から

の受注獲得を目指します。さらに、若い世代が簡易に仕事の依頼がしやすいデジタル化の推進とデジタル技

術に不慣れな発注者が依頼しやすい方法の維持構築を同時に推進する等、受注方法の拡充など、DXを

推進することで受注につなげます。

デジタル化を中心とした効率的な業務

受注の仕組み構築

現在ある受注システム

の確認検証

オンライン受注の拡充

とアナログな受注方法

の簡易化の検討

検討内容の実施 再検討

年次別計画 R6 R7 R8 R9

ブランド力強化基本方針の策定、実

施

ブランド力強化基本方針

の検討・策定
実施 実施 実施

広告媒体の拡充 内容検討会の開催 広告拡充の実施
広告媒体拡充の効果

検証
新たなPR手法の検討
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項目 ボランティア活動やあったかサロン等の区民福祉事業の推進

取組み

内容

現在、シルバー人材センター単独で取り組んでいるボランティア活動は地域清掃など決められた内容を決めら

れたメンバーで行うことがほとんどです。今後、地域の中で活動の場を増やすとともにこれまで参加していなかっ

た会員にも積極的に参加してもらうため、ボランティア協会などと実務担当者レベルでの連絡会議を実施する

など連携を強化し、ボランティア活動の内容拡充を行います。また、地域の見守りをより一層強化するため、

あったかサロンの機能強化を行います。

※あったかサロン

一般高齢者向けで趣味等のおしゃべりができる居場所の提供を会員の有志がボランティアで実施。

年次別計画

あったかサロンの機能

強化検討

あったかサロンの機能

強化、拠点数拡大

あったかサロンの機能

強化、拠点数拡大の

効果検証

あったかサロンの機能

強化、拠点数拡大の

効果検証

世田谷ボランティア協会などとの連携

強化
実施検討

連携ボランティア活動の

実施

連携ボランティア活動の

実施と効果検証

連携ボランティア活動の

拡大検討

R6 R7 R8 R9

あったかサロンの機能強化と拡大

項目 会員研修の充実と働きやすい就業環境の整備

年次別計画 R6 R7 R8 R9

取組み

内容

近年、社会的にコンプライアンスや多様性に対する認識が高まっており、シルバー人材センターの会員におい

てもこうした認識を身に付けて活動することが求められています。このため、コンプライアンスの遵守・強化、ハラ

スメントの防止、多様性の尊重（外国人やLGBTQ等）に関する実態調査や研修を実施します。

また、業務の切り出しや短時間就労が可能な業務を開拓する等、業務の幅を広げながら会員が働きやすい

環境を整備します。

新たな就業先の開拓や短時間就労

等による会員が働きやすい環境の整備

新たな就業先や短時

間就労等の内容検討
内容検証 実施 効果検証

コンプライアンスの強化、ハラスメントの

防止、多様性の尊重（外国人や

LGBTQ等）

ハラスメント研修、人

権と多様性研修の実

施と規程類の検証及

び改定

・ハラスメント研修、人

権と多様性研修の実

施

・コンプライアンス検証

会の開催

・ハラスメント研修、人

権と多様性研修の実

施

・コンプライアンス強化

の実施結果の検証

・ハラスメント研修、人

権と多様性研修の実

施

・コンプライアンス強化

の再検討
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（９） 株式会社 世田谷サービス公社  所管部：政策経営部

◆役割・今後の取組みの方向性

　世田谷サービス公社は、これまで、施設維持管理、飲食、エフエム世田谷放送等の事業を通じ、地域コミュニティの醸成

や災害対策の役割を担ってきました。今後とも、新型コロナウイルス感染症等による区民の行動変容やデジタル技術の進

展を踏まえ、区の地方公社としての公共性と民間企業の特性を生かし、区民団体や区内事業者等と連携し、さらなる地

域コミュニティの醸成や災害対応力の強化等に向け取り組み、区民本位のサービスを提供していきます。

　また、サービス公社は、企業活動を通じて地域に貢献する企業として、障害者・高齢者・女性・世田谷区民を積極的に

雇用し、就労の機会と生きがいの場を提供してきました。特に、障害者に関しては、独自の障害者雇用推進計画を策定し

て重点的に取り組み、障害者雇用数の拡大と雇用の質の確保に努めてきました。今後も多様な就労の場や機会の拡充

に取り組み、地域社会の発展に寄与していきます。

　これらを踏まえ、サービス公社が今後目指すべき方向性は、以下のとおりです。

 ・施設を中心とした多世代交流・区民参加の促進

 ・区民や行政等と連携した災害対応力の強化

 ・障害者、難病者、高齢者等の雇用促進

 ・デジタル技術を活用した地域・行政運営の改革支援

◆前期４年間の進め方・考え方

区の地方公社としての特性を生かし、DX 推進を踏まえつつ、区と連携しながら、地域コミュニティの醸成、災害対策、障

害者雇用を中心に、以下の事業に重点的に取り組みます。

〇地域コミュニティの醸成に資する区民活動の支援及びデジタル環境の整備・利活用支援

〇災害時における区民への情報発信や平時からの防災の普及啓発及び避難所等における区民避難行動の支援

〇「障害者等の雇用」として、個人に合わせた受け入れ可能な業務開発及び安定的雇用継続のための支援体制の構築

〇行政、外郭団体の DX 推進の支援
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取組み

内容

これまで培ったITスキルを活かし、地域・行政の改革支援に取り組みます。区民活動をより活性化し、また

区民参加型の行政を実現するための環境および仕組みの構築支援を行います。また、展開後は利用状況

調査や運用課題を確認し、解決に向けた技術的サポートを提供します。

年次別計画 R6 R7 R8 R9

項目 地域コミュニティの醸成に寄与する事業展開及び公共施設の利便性向上

取組み

内容

これまで培ってきた区民センター等運営協議会事務局のノウハウを活用した地域コミュニティ醸成の支援や、

指定管理者として区民会館を拠点とした地域活動の支援を通じて多世代交流・区民参加を促進します。

また、区民会館において、Web予約や料金支払いのキャッシュレス対応などデジタル技術を活用した新たな

サービスを導入し、利用者の利便性向上と業務の効率化を図ることにより、さらなる地域コミュニティの醸成

等に向け取り組みます。

区民センター運営協議会の事務局とし

ての地域コミュニティ支援

運営協議会等の地域

コミュニティ支援（意

見交換会実施により

課題の抽出と共有）

運営協議会等の地域

コミュニティ支援（課

題解決策の検討・実

施、意見交換会継続

実施）

運営協議会等の地域

コミュニティ支援（課

題取組結果の検証、

意見交換会の開催方

法検討）

運営協議会等の地域

コミュニティ支援（新

手法の意見交換会開

催、継続的改善）

区民会館web予約シ

ステム（予約・抽選運

用）

・区民会館等を拠点と

した地域活動の支援

（地域行事への参加

や協力等含む）

・新たな交流機会・交

流スペースの創出（試

行実施）

・区民会館等を拠点と

した地域活動の支援

（地域行事への参加

や協力等含む）

・新たな交流機会・交

流スペースの創出（新

たな展開）

項目 公共施設のデジタル環境整備支援及び地域行政の充実支援

Wi-Fi設備の充実による利便性の向

上・情報発信力強化

指定管理施設におけ

るWi-Fi設備の拡充

検討

指定管理施設におけ

るWi-Fi設備の拡充

（導入・検証）

指定管理施設におけ

るWi-Fi設備の拡充

（運用）

指定管理施設におけ

るWi-Fi設備の拡充

（運用)

区民会館利用料金等のキャッシュレス

対応

キャッシュレス対応の拡

充検討

キャッシュレス対応の拡

充（導入・検証）

区民会館の指定管理者として地域コ

ミュニティを活性化する仕組みづくり

・区民会館等を拠点と

した地域活動の支援

（地域行事への参加

や協力等含む）

・新たな交流機会・交

流スペースの創出（検

討）

・区民会館等を拠点と

した地域活動の支援

（地域行事への参加

や協力等含む）

・新たな交流機会・交

流スペースの創出（試

行実施）

区民会館利用予約等のシステム化・

データ集計

区民会館web予約シ

ステム（導入施設拡

大・抽選システムの検

討）

区民会館web予約シ

ステム（導入施設拡

大・運用検証・抽選シ

ステム導入）

区民会館web予約シ

ステム（導入施設拡

大・抽選システム検

証）

キャッシュレス対応の拡

充（運用）

キャッシュレス対応の拡

充（運用）

年次別計画 R6 R7 R8 R9

ICTを活用した区民間の交流および区

政への参加と協働を促進する支援事

業

地域活動等の課題把

握、基本計画・実施

計画等を踏まえた支

援事業の一部実施

支援事業の実施 支援事業の実施
支援事業の実施・評

価

地区会館、公園などの区民利用施設

におけるデジタル環境の整備・運用支

援

デジタル環境整備に向け

た調査及び設備の設置・

運用支援

デジタル環境整備に向け

た設備の設置・運用保

守支援

デジタル環境整備に向け

た設備の設置・運用保

守支援

デジタル環境整備に向け

た設備の設置・運用保

守支援
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項目 災害対策における役割の拡充

取組み

内容

平時からの防災に対する本社及び施設の体制整備と区民に向けた普及啓発の支援、災害時における指

定避難所、帰宅困難者支援施設、水害時避難所等の開設や運営の支援を行います。

また、エフエム世田谷では、警報級の災害や震度4以上の地震発生時には、区民に向けて迅速かつ的確に

災害情報を発信していくとともに、ラジオ付自動販売機設置の促進、区内指定避難所と連携した情報発

信、区内イベントの参加や地域交流を積極的に図り、災害時にエフエム世田谷を聴いてもらえるようPRして

いきます。

年次別計画 R6 R7 R8 R9

災害発生時の、指定避難所、水害

時・土砂災害時避難所、帰宅困難者

支援施設等の運営支援

災害発生時の避難所運

営支援

・指定避難所等の区との

役割分担の明確化

・本社及び施設の体制

整備（実施・検証）

災害発生時の避難所運

営支援

・本社及び施設の体制

整備（改善）

災害発生時の避難所運

営支援

・本社体制の見直し、施

設の用途や状況に合わ

せた細目の見直し（実

施・検証）

災害発生時の避難所運

営支援

・本社及び施設の支援

体制のアップデート（実

施・検証）

地域の防災力向上にむけたイベントの

開催

地域特性に応じた防災イ

ベントの開催1回以上

(避難訓練コンサート、

ワークショップなど)

地域特性に応じた防災イ

ベントの開催(検証・改

善)

地域特性に応じた防災イ

ベントの開催2回以上

(避難訓練コンサート、

ワークショップなど)

地域特性に応じた防災イ

ベントの開催(検証・改

善・他施設への展開)

管理施設（避難所以外）の災害発

生時支援

・避難所以外の施設

の区との役割分担の

明確化と体制整備

（実施・検証）

・施設における「充電ス

ポット」の運営支援

(22箇所）

・避難所以外の施設

の支援（改善）

・施設における「充電ス

ポット」の運営支援の

充実

・避難所以外の施設

の支援（実施・検

証）

・施設における「充電ス

ポット」の運営支援の

充実

・避難所以外の施設

の支援（実施・検

証）

・施設における「充電ス

ポット」の運営支援の

充実

事業所消防団としての活動

・普通救命講習[更

新]の自主開催

・応急手当普及員

（指導員資格）の資

格取得増員

・自衛消防訓練への

技術指導 実施

・普通救命講習[新

規・更新]の自主開催

・自衛消防訓練への

技術指導 拡大(施設

増)

・普通救命講習[新

規・更新]の自主開催

拡充(回数増)

・自衛消防訓練への

技術指導見直し

・団活動の充実に向け

た取組み検討

エフエム世田谷から災害防災情報の

即時・継続発信

・緊急割込み放送訓

練の実施、検証。(訓

練時間帯、遠隔操作

方法、送信所等)

・区内警報級、震度4

以上の災害発生時の

緊急放送

・放送施設改善に向

けた、放送体制・設備

等の見直し

・緊急割込み放送訓

練。検証に基づき、改

善、実施、再検証

・区内警報級、震度4

以上の災害発生時の

緊急放送

・放送施設改善に向

けた、放送体制・設備

等の見直し

・緊急割込み放送訓

練。検証に基づき、改

善、実施、再検証

・区内警報級、震度4

以上の災害発生時の

緊急放送

・施設改善後の放送

開始。体制、設備等

の検証

・緊急割込み放送訓

練。検証に基づき、改

善、実施、再検証

・区内警報級、震度4

以上の災害発生時の

緊急放送

・検証に基づき、放送

体制・設備等の改善

エフエム世田谷の緊急放送機能付き

自動販売機の設置拡大
区内２か所以上設置 区内３か所以上設置 区内４か所以上設置 区内５か所以上設置
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試行実施・検証、職域

拡大準備(新業務開発)

実施(拡充)、職域拡大

準備(業務化準備)

実施(拡充)、職域拡大

(新業務の展開)

障害者雇用率に反映されない障害者

や難病の方の、本人の個性・意欲にあ

わせた多様な働き方の創出

個性や特性を活かした

多様な働き方の検討

(難病者、シルバー障

害者、短時間就労)と

一部試行実施

試行実施・検証 実施(拡充) 実施(拡充)

項目 女性・高齢者等、区民就労の場の確保と区内企業との連携

職域の拡大や新たな業務の展開

清掃以外の業務切出し

と試行実施・検証および

職域拡大(新業務開発)

の検討とまとめ

項目 障害者雇用促進のための業務開発及び就労機会創出

取組み

内容

「ユニバーサル就労」の視点のもと、難病者等も対象に含め、例えば、柔軟な勤務時間、新たな業務・職域

など多様な働き方を開拓し、障害者が希望や状況にあわせ就労できる機会と場を創出します。

世田谷サービス公社の「障害者雇用推進計画（令和５年度から３か年）」に沿って社内PTにより本取組

みの検討を行い、障害者支援機関等の意見等も反映させ、障害者の視点にたった事業となるよう全社で

取り組み、令和８年度以降の本格実施を目指します。

年次別計画 R6 R7 R8 R9

取組み

内容

社会情勢や法改正の動向を踏まえ、区民（女性や高齢者など）に、広く就労の場を提供し、安心して働く

ことができる労働環境の維持・向上を進めるとともに、区内企業への委託率（契約金額ベース）50％以上

の確保に努め、区内中小企業との連携と拡充による地域経済の発展に貢献します。

年次別計画 R6 R7 R8 R9

女性活躍推進・改正高年齢者雇用

安定法等の動向も踏まえた区民就労

の場の確保

区民（女性・高齢者）

の積極的雇用の実施

定年延長に伴う継続雇

用等の検討

区民（女性・高齢者）

の積極的雇用の実施

定年延長に伴う継続雇

用等の検討

区民（女性・高齢者）

の雇用実績を踏まえた見

直しおよび取組

定年延長に伴う継続雇

用等の対応

区民（女性・高齢者）

の雇用実績を踏まえた見

直しおよび取組

定年延長に伴う継続雇

用等の対応

区内企業との連携と拡充による地域

経済の発展

施設維持管理業務に

おける区内企業との連

携の拡充（継続実

施・新規分野検討）

施設維持管理業務に

おける区内企業との連

携の拡充（継続実

施・新規分野検討）

施設維持管理業務に

おける区内企業との連

携の拡充（実施・検

証）

施設維持管理業務に

おける区内企業との連

携の拡充（実施・検

証）
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世田谷区DX推進計画、庁内整備計

画に基づく行政サービス基盤の改革

や、住民記録システム等自治体システ

ム標準化に向けた取組み「Re・

Design SETAGAYA」への支援

自治体システム標準化の

第一期稼働に向けた、保

健福祉総合情報システ

ムを中心とした、各業務

システムの保守、移行、

運用支援

自治体システム標準化の

第二期稼働に向けた、保

健福祉総合情報システ

ムを中心とした、各業務

システムの保守、移行、

運用支援

自治体システム標準化の

稼働後の、保健福祉総

合情報システムを中心と

した、各業務システムの

保守・運用支援

自治体システム標準化の

稼働後の、保健福祉総

合情報システムを中心と

した、各業務システムの

保守・運用支援

各団体ニーズ調査、

支援事業内容の検

討、提案

外郭団体支援事業の

実施

外郭団体支援事業の

実施、支援内容検

証、他団体展開検討

外郭団体支援事業の

実施、拡充

各外郭団体のＤＸ推進等業務改革

支援

地域イベント、地域活

動への協賛及び防災

啓発の支援の実施、

検証

年次別計画 R6 R7 R8 R9

項目 利益の還元等による社会貢献

取組み

内容

世田谷サービス公社の「社会貢献方針」に基づき、利益の地域活動等への還元、従業員によるボランティア

活動など、社会貢献につながる取組みを展開し、地域社会の発展に寄与するために、財務活動（ソーシャ

ルボンドの運用益等）で生じた利益を原資として活用し、地域イベントへの協賛を通じ地域の盛り上がりに

貢献します。また、世田谷区が整備を進める「地域生活支援拠点（ショートステイ）」および「フードバンク」

を運営するNPOや社会福祉法人の活動を継続的に支援します。

年次別計画 R6 R7

項目 ＩＣＴ部門の新規事業展開

取組み

内容

今後、複数年に渡り実施が予定される区役所内のICT基盤の改革や自治体情報システム標準化に伴う

様々なシステム運用の仕様変更について、既存のシステム運用支援業務において把握してきた行政事務の

知識を活用し、区所管課が抱える課題を踏まえ、新たな環境への移行支援、運用支援を行うとともに、地

域コミュニティ醸成や行政サービス拡充の基盤となるICT事業を展開するなど、これまでのシステム運用支援

を見直します。

また、外郭団体支援においては、ＩCＴの専門人材を配置していない団体を中心に、電子帳簿保存法等

法改正への対応を含めた現行業務における課題を踏まえ、ＤＸ推進等業務改革の支援を行います。

R8 R9

障害者の地域生活支援拠点や、食の

支援（子ども食堂・フードドライブ・フー

ドパントリーほか）を行う社会福祉法

人への財務活動により生じた運用益の

寄付による活動支援

・利益に応じた寄付・寄

贈の実施

・フードドライブ活動支援

の見直し検討、フードパン

トリー活動支援の検討

・利益に応じた寄付・寄

贈の実施

・フードドライブ活動支援

の見直し実施、フードパン

トリー活動支援の実施

・利益に応じた寄付・寄

贈の実施

・フードドライブ活動支援

の実施・検証、フードパン

トリー活動支援の実施・

検証

・利益に応じた寄付・寄

贈の実施

・フードドライブ活動支援

の実施・検証、フードパン

トリー活動支援の実施・

検証

地域社会の振興に向けた利益還元、

事業展開・社員の実践による貢献

地域イベント、地域活

動への協賛及び防災

啓発支援の検討・一

部実施

地域イベント、地域活

動への協賛及び防災

啓発の支援の実施

地域イベント、地域活

動への協賛及び防災

啓発の支援の実施、

検証
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（１０） 株式会社 世田谷川場ふるさと公社  所管部：生活文化政策部 

◆役割・今後の取組みの方向性

※「川場学」…川場村の小中学校において、歴史や伝統、特色などの知識に裏打ちされた故郷への強い愛着と、国際的な視点に立

ち、自らの故郷を世界に発信できるコミュニケーション力を育成するために実施している取組み。

区民と村民の協働事業の充実

協働作業の継続実施と

新たな作業についての検

討

協働作業の継続実施と

内容の充実・新たな作業

の実施

協働作業の内容について

の検証

協働作業のさらなる見直

しと継続した発展

地域を学ぶ「川場学※」の普及・啓発

村の学校における子ど

もを対象とした川場学

の実施

川場学の継続と交流

に向けた活用方法の

検討

川場学の継続と、学

習した子どもたちの発

信の場の検討

川場学の継続と、交

流事業等のなかで子ど

もたちの発信企画を実

施

村の生活体験ができる交流事業の実

施

・古民家を活用したオ

プショナルイベント等の

検討

・村の生活が体験でき

る交流メニューの検討

・古民家を活用したオ

プショナルイベント等の

活用の充実

・村の生活体験ができ

る交流事業の実施

・古民家を活用したオ

プショナルイベント等の

活用の検証

・村の生活体験ができ

る交流事業の実施

・古民家を活用したオ

プショナルイベント等の

活用の精査、発展に

向けた検討

・村の生活体験ができ

る交流事業の実施

村巡りの充実、観光資源の拡充

村内巡りを絡めた交流

事業プログラムの実施

を検討

村内巡りを絡めた交流

事業プログラム内容の

実施

・交流事業プログラム

内容の検証

・新たな観光資源の活

用

・交流事業プログラム

内容の更なる見直しと

実施

・新たな観光資源の充

実

　世田谷川場ふるさと公社は、健康村施設の運営や交流事業はもとより、村の産業・観光部門と連携し、村受託事業や

自主事業による収入割合も高めながら、様々な事業を展開してきました。

　今後も、区民と村民をつなぐ多様な事業展開の中心的な役割を引き続き担い、互いのニーズを踏まえた取組みが実現

できるよう、区と村の調整役としての役割を強化していきます。

　これまでの永きにわたる交流事業により自発的な地域主導型の取組みも生まれており、交流事業への村民の参加も重

要となっています。今後更なる深化を図っていくとともに村内各地区との交流の可能性を探りつつ、多様な交流スタイルを模

索していく必要があります。

　また、経営基盤の安定化を図るため、日帰り温浴施設等のオプショナルプランの更なる充実や配慮を必要とする利用者

に対するサービスの充実にも取り組むことで利用者層の拡充に努めます。

　引き続き交流事業の活動拠点となる健康村施設の健全な運営や地域資源を活用した取組みを進めるとともに、新たな

利用者層の拡充につながるよう健康村の魅力の新たな情報発信などに取り組んでいく必要があります。

◆前期４年間の進め方・考え方

世田谷川場ふるさと公社が担う区民健康村事業は、区民が都会では体験・体感できない村の豊かな自然環境の中で農

業や林業などに触れ「ふるさと」への愛着や誇りを一層深め区民の豊かな生活文化の醸成に寄与するものです。

〇自然体験や田園風景の体感だけでなく、農山村の暮らしや生活体験を含めた交流事業を推進します。

〇利用者が安全で安心して利用できる充実した施設運営等に努め、区・村・公社が連携し、区民・村民がこれまで育ん

できた交流をさらに深め、幅広い多様な交流の機会を創出していきます。

項目 農山村の暮らしを知り文化の交流につながる交流事業の充実

取組み

内容

交流拠点としての役割を明確化し、交流事業における健康村各施設の所在地区である、ふじやま・なかの

地区の村民との協働事業や、村内での協働作業等を充実させ、農山村の暮らしや文化に触れる機会を増

やしていきます。

利用者を拡大させていくため、区民が、村の生活体験ができ、農山村の暮らしを知り文化の交流につながる

交流事業の充実に向け取り組みます。

年次別計画 R6 R7 R8 R9
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項目 オンラインを活用した交流事業の充実と動画を使った交流事業の充実

取組み

内容

オンラインを活用し、こども里山自然学校、川場まるごと滞在記の会議形式や、里山塾等講師による巨木

伐採、茅葺などの画像や映像コンテンツを充実させることで、交流事業に興味関心を持ってもらい交流につ

ながるきっかけ作りを進めるとともに、映像と体験を融合させた交流事業の充実を図ります。

年次別計画 R6 R7 R8 R9

取組み

内容

村と連携し茅葺きコースでの村巡りの充実や、村内巡りコースを観光メニューとして定着させていきます。

村と連携した産業振興につながる取組みとして、特産品の販売の拡充を検討・実施していきます。

年次別計画 R6 R7 R8 R9

オンラインを活用した交流事業等の充

実

項目 村と連携した産業振興につながる取組み

里山塾等の画像、映像コンテンツの制

作・活用

・コンテンツ内容の検

討

・活用方法詳細の検

討

・コンテンツ素材の収

集

・コンテンツの制作

・交流事業、公社HP

やSNS等での活用

・交流事業内での活

用に向けた調整

・コンテンツの公社HP

やSNS等各媒体や事

業で活用し、交流事

業のPR等を実施

・交流事業内での活

用実施・検証

・コンテンツの更新、活

用方法の精査

・交流事業内での発

展的な活用について

検討

・オンラインの活用方法の

検討・調整

・オンラインを活用した事

業調整の実施

・オンラインの活用の実施

（補講的な利活用）

・オンラインを活用した事

業調整の拡充

・オンラインの活用の検討

・オンラインを活用した事

業調整等の継続的な実

施

オンラインの活用の精査、

発展的な活用の検討・

調整

村巡りの充実、観光資源の拡充

（再掲）

村内巡りを絡めた交流

事業プログラムの実施

を検討

村内巡りを絡めた交流

事業プログラム内容の

実施

・交流事業プログラム

内容の検証

・新たな観光資源の活

用

・交流事業プログラム

内容の更なる見直しと

実施

・新たな観光資源の充

実

川場産木材・木材製品の活用の充実

や区内物産展等の実施による村の魅

力アップ

・本庁舎整備等での

木材活用

・川場村の農産物やブ

ランドをSNSでPRの実

施

・新たな購入機会の検

討

・本庁舎整備やその他

の庁舎整備等での木

材活用の更なる検討

・川場村農産物やブラ

ンドのSNSでのPRの

検証

・新たな購入機会の実

施・検証

・本庁舎整備やその他

の庁舎整備等での木

材活用の実施

・川場村の農産物やブ

ランドのSNSでの更な

るPRの検討

・購入機会・販路の拡

充の検討

・本庁舎整備等での

木材更なる活用とPR

の充実

・川場村の農産物やブ

ランドをSNSでの更な

るPRの実施

・購入機会・販路の拡

充の実施
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